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修験道の開祖・役行者にゆかりの深い奥田捨篠池（弁天池）で、
蓮花が摘み取られます。桶に入れられた蓮花は、修験者たちの手
で、福田寺や役行者の母・刀良売の墓を巡り、吉野山金峯山寺蔵
王堂へ運ばれます。

そして、「蛙飛び行事」で知られる「蓮華会」で、蔵王権現に供
えられます。

地元奥田の人たちにより、連綿と続けられてきた伝統行事「奥
田の蓮取り行事」を見学しませんか。

●行事の流れ
①10時～　　
　捨篠池で蓮取り
②11時30分～
　修験者一行は、善教寺を出発。
　福田寺行者堂を経て、刀良売塚に墓参
　捨篠池を一周して弁天神社へ
③12時～
　弁天神社で護摩供養

奈良県無形民俗文化財

奥田奥田の蓮取り行事蓮取り行事
7月7日㈰　10時～

当日、大和高田市内の主要駅から奥田（現地）への
無料バスを運行します

●無料バス運行表（奥田捨篠池⇔市内主要各駅）

【運行経路】�奥田捨篠池→近鉄高田市駅→天神橋（JR 高田駅付近） 
→近鉄大和高田駅

【往路】
近鉄大和高田駅 9：00 9：15 9：30

↓
JR 高田駅（西側停留所） 9：03 9：18 9：33

↓
近鉄高田市駅 9：10 9：25 9：40

↓
奥田捨篠池（到着） 9：28 9：43 9：58

問 文化振興課（☎53ｰ8200） 問 広報広聴課（内線5141）

捨篠池
（蓮取り行事会場）

国道24号（大和高田バイパス）

　旧JAならけん
●天満支店

●オークワ

高田ビッグゴルフ

弁天神社

一町南交差点

新堂ランプ

忍海南交差点

臨時駐車場
（高田木材協同組合）

166
24 24

24

臨時駐車場のご案内

　車でお越しの際は、高田木材
協同組合敷地内の無料臨時駐車
場（住所：御所市柳原1-1、開放
時間：8時30分～14時）を利用
してください。

【復路】
　11時から13時までの間、30分ごとに奥田捨篠池を出発します。

蛙蛙飛び行事見学飛び行事見学
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問 広報広聴課（内線5141）

参加者
募集蓮のみちバスツアー

今年は日曜開催！

日程 雨天決行・荒天中止 旅行保険・軽食含む
（昼食は含まれていません）

小学生以上対象

参加
費用

申込
方法

募集
人数

申込
期間

集合・
解散場所

７月７日㈰ 3,800円

200名程度

5月31日㈮～6月13日㈭まで 
（郵送で申し込みの場合当日消印有効）

JR高田駅東側広場
（奈良産業会館前）

※申込受付後、入金案内を送付しますので、指定期日までに振り込みしてください。
　（振込手数料別途必要）
※応募者多数の場合は抽選になります。
　郵便はがきまたは右記二次元コードより Web 申込で受付します。
　郵便はがきでお申し込みの場合は①～③の必要事項を記入の上、送付先（〒630-8144 奈
良市東九条町６番地の１ 奈良観光バス株式会社）へ郵送してください。
①�郵便番号・住所・電話番号（同伴者がいる場合、同伴者の住所・電話番号も必要）
②�名前・ふりがな・性別（同伴者がいる場合、同伴者の名前、性別も必要）
③�生年月日（同伴者がいる場合、同伴者の生年月日も必要）

この旅行は、奈良観光バス株式会社が企画・募集し、実施する国内旅行であり、
この旅行に参加されるお客様は、当社と募集型企画旅行契約を締結することにな
ります。また、契約の内容・条件は募集広告（パンフレット等）に記載されてい
る条件のほか、旅行条件書、最終日程表および当社の「旅行約款（募集型企画）」
によります。
１．旅行のお申込みおよび契約の成立

当社は、郵便はがきまたは封書により旅行契約の予約を受け付けます。旅行代
金は旅行開始の前日から起算してさかのぼって 11 日前までに全額をお支払いいた
だきます。旅行のお申込みは、お客様の振り込み手続きが完了した時点で成立し
ます。恐れ入りますが、ご旅行代金の振込手数料はご負担願います。
2．旅行代金に含まれないもの

集合場所までの交通費、旅行日程中の「自由行動」「自由見学」「別料金」「各自」
などと記載されている区間の交通費、食事代、入場料、旅行中の個人的諸費用。
3．最少催行人員　25 名
4．取消料（おひとり）

5．免責事項
お客様が以下の事由により損害を受けられた場合は、当社は賠償の責任を負い

ません。
①天災地変・気象条件・暴動またはこれらのために生ずる旅行日程の変更
　もしくは旅行の中止。
②運送、宿泊機関の事故もしくは火災、またはこれらのために生ずる旅行
　日程の変更もしくは旅行の中止。
③官公署の命令、または伝染病による隔離。自由行動中の事故、食中毒、盗難、
　運送機関の遅延、不通または、これらによって生ずる旅行日程の変更もしく
　は目的地滞在時間の短縮。
6．特別補償

お客様が主催旅行参加中に偶然かつ急激な外来の事故により、その生命、身体
に被られた一定の損害につきましては補償金および見舞金を、また、手荷物に対
する損害につきましては、損害補償金をお支払いいたします。
7．個人旅行の取扱

奈良観光バス株式会社は、旅行お申し込みの際にご提供いただいた個人情報に
ついてお客様との連絡や郵送、宿泊機関などの手配およびそれらのサービスの受
領のために必要な範囲内で利用させていただきます。
8．個人情報保護法

個人情報の取扱い方針については、奈良観光バス株式会社ホームページ
（https://www.narakanko-bus.co.jp）でご確認ください。

午前 午後奥田の奥田の蓮蓮取り行事見学取り行事見学（大和高田市）（大和高田市） 蛙蛙飛び行事見学飛び行事見学

旅行開始日の前日から起算してさかのぼって
下記にあたる日の解除 旅行開始日

の前日の
解除

旅行当日の
解除

旅行開始（午前9時）
以降の解除または

無連絡不参加区分 11 日目
以前

10 日目
以降

7 日目
以降

取消料 無料 旅行代金
の20%

旅行代金
の30%

旅行代金の
40%

旅行代金の
50% 旅行代金の100%

旅行企画・実施　奈良観光バス株式会社　〒630-8144 奈良市東九条町６番地の１　☎ 0742-62-5531
奈良県知事登録旅行業　第 2・53 号　旅行業務取扱管理者　西埜 康裕

（９時集合18時30分解散予定）

詳しくはこちら

Web 申込

（�吉野町 （�吉野町 
金峯山寺）金峯山寺）
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国民健康保険税率等が令和 6年度より改定されます

６月より、入院時の食事代が変更されます

令和６年度より県内市町村の保険料（税）水準が統一され、本市においても奈良県統一保険料（税）率を適用する
こととなります。
「国民皆保険」制度を支える重要な基盤である国民健康保険制度の持続可能な運営のため、市民の皆さまのご理

解・ご協力をお願いします。
なお、保険税の通知は、７月中旬頃に送付の予定です。

食材費の高騰などを受け、国民健康保険・後期高齢者医療保険の食事療養費・生活療養費の標準負担額が変更さ
れます。

国民健康保険
入院したときの食事代（1食あたり）

所得区分 これまでの負担額 令和6年6月以降の負担額
下記以外の人 460円 490円※

住民税非課税世帯・
低所得者Ⅱに該当する人

過去1年間の入院期間が90日以内 210円 230円
過去1年間の入院期間が90日超

（事前申請が必要です） 160円 180円

低所得者Ⅰの人 100円 110円
※一定の要件に該当する場合は280円

療養病床に入院する場合の食事代（65歳以上の人）
所得区分 これまでの負担額 令和6年6月以降の負担額

下記以外の人 460円 490円※
住民税非課税世帯・低所得者Ⅱに該当する人 210円 230円

低所得者Ⅰの人 130円 140円
1日当たりの居住費は引続き370円です。
※一部医療機関では450円

後期高齢者医療保険
入院したときの食事代（1食あたり）

所得区分 これまでの負担額 令和6年6月以降の負担額
下記以外の人 460円 490円※

低所得者Ⅱ
過去1年間の入院期間が90日以内 210円 230円
過去1年間の入院期間が90日超

（事前申請が必要です） 160円 180円

低所得者Ⅰ 100円 110円
※一部医療機関では450円

療養病床に入院する場合の食事代
所得区分 これまでの負担額 令和6年6月以降の負担額

下記以外の人 460円 490円※
低所得者Ⅱ 210円 230円
低所得者Ⅰ 130円 140円

低所得者Ⅰの老齢福祉年金受給者 100円 110円
1日当たりの居住費は引続き370円（老齢福祉年金受給者は0円）です。
※一部医療機関では450円

問 保険医療課国保担当（内線1657）

所得割 均等割 平等割 所得割 均等割 平等割 所得割 均等割 平等割
医療分 9.00% 26,000円 25,000円 医療分 7.64% 27,600円 20,000円 医療分 ▲1.36% 1,600円 ▲5,000円
後期分 2.00% 8,000円 7,000円 後期分 3.27% 11,500円 8,400円 後期分 1.27% 3,500円 1,400円
小計 11.00% 34,000円 32,000円 小計 10.91% 39,100円 28,400円 小計 ▲0.09% 5,100円 ▲3,600円

介護分 2.30% 9,200円 7,300円 介護分 3.03% 16,900円 介護分 0.73% 7,700円 ▲7,300円
合計 13.30% 43,200円 39,300円 合計 13.94% 56,000円 28,400円 合計 0.64% 12,800円 ▲10,900円

【令和5年度の国民健康保険税率】 【増減】【令和6年度の国民健康保険税率】
（奈良県統一保険料（税）率）

所得区分について

所得区分について
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個人住民税の定額減税
令和６年度税制改正で、令和６年度分の個人住民税の定額減税が実施されることになりました。概要は以下のと

おりです。
▷対象

令和６年度個人住民税所得割の納税義務者（合計所得金額1,805万円以下）
▷減税額

本人、配偶者を含む扶養親族１人につき、１万円
※定額減税の対象者は、国内在住の人に限ります。
※同一生計配偶者および扶養親族の判定は、原則、前年12月31日の現況によります。
※�控除対象配偶者以外の同一生計配偶者がいる場合は、令和７年度分の個人住民税で１万円の定額減税を行い

ます。
▷実施方法

①給与所得の特別徴収（給与所得者）
令和６年６月分は徴収せず、定額減税「後」の税額を令和６年７月分～令和７年５月分の11か月でならしま

す。

②普通徴収（事業所得者など）
定額減税「前」の税額をもとに算出された第１期分（令和６年６月分）の税額から控除され、控除しきれない場

合は、第２期分（令和６年８月分）以降の税額から、順次控除します。

③公的年金などの所得の特別徴収（年金所得者）
定額減税「前」の税額をもとに算出された令和６年10月分の特別徴収税額から控除され、控除しきれない場合

は、令和６年12月分以降の特別徴収税額から、順次控除します。

▷その他
減税額は、納税通知書の裏面または特別徴収税額通知書の摘要欄に記載があります。定額減税は、住宅ローン控

除や寄附金税額控除など、全ての控除が行われた後の所得割額から減税されます。減税しきれない場合は、別途調
整給付金（定額減税補足給付金）が支給されます。調整給付金（定額減税補足給付金）の詳細は決まり次第、広報誌な
どで案内します。� 問 税務課（内線2254）

通常の
納税額

定額減税での
納税額

控除

令和6年 6月 7月 8月 9月 令和7年 4月 5月

1
12

1
12

1
11

1
12

1
11

1
12

1
11

1
12

1
11

1
12

1
11

控除
納税額

令和6年 6月 8月 10月 12月

納税額 納税額 納税額

６月分から控除（控除しきれない場合は８月分から順次控除）

控除
納税額

令和6年 4月 6月 8月 10月 12月 令和7年2月

通常
納税額 納税額 納税額 納税額 納税額 納税額

定額減税
納税額 納税額 納税額 納税額 納税額

仮特別徴収税額
（前年度分の税額の1/2を３期分で徴収）

特別徴収税額
（当年度分の税額から仮特別徴収税額を

除いた税額を３期分で徴収）

令和5年度に確定・通知済 10月分から控除（控除しきれない
場合は12月分から順次控除）
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風水害に備えて風水害に備えて
　予想しにくい局地的な集中豪雨が全国各地で発生し、被害が出ています。普段の備えや
直前の準備が被害の軽減に役立ちます。テレビやラジオなどの気象情報に十分注意し情報
収集に努め、災害への備えをもう一度確認しましょう。
◎普段からの備え
◦排水溝のゴミや泥を取り除き、水はけを良くする
◦土のうなど水の浸入を防ぐものを準備する
◦停電に備えて、懐中電灯や携帯ラジオと予備の電池の

準備をする
◦最低 3 日間程度の食糧・飲料水などの備蓄をする
◎大雨、台風が近づいた際の備え
◦断水などに備えて、生活用水を風呂場などに確保しておく
◦浸水の恐れのある場合は、家財道具や生活用品をでき

るだけ高い安全な場所に移す
◎避難場所および避難所を確認
　風水害のときの指定緊急避難場所は下記の18施設で
す。指定緊急避難場所は、災害が発生し、または発生する
おそれがある場合に、速やかにその危険から逃れ自らの
生命を守るために、一時緊急的に避難する場所として、開
設する施設です。
　指定避難所（1～3、9、14、16、18）は、水害などで自宅
へ戻れない人たちが一定期間滞在可能となる市が指定す
る施設です。
気象警報が発表されたときに開設

番号 施設名 住　　所 指定
避難所

1 総合福祉会館
（ゆうゆうセンター）

大字池田418-1
（☎23-0789） ○

2 武道館
（総合体育館）

幸町11-14
（☎22-8862） ○

3 葛城コミュニティ
センター

大字曽大根783-1
（☎23-8001） ○

　上記の3施設は、大雨・洪水・暴風などの警報発表時に、
自主的に避難できるよう昼夜を問わず開設する自主避難
施設です。
状況に応じ開設

4 片塩小学校 旭北町2-1
5 高田小学校 大中東町5-15
6 土庫小学校 土庫3丁目2-61
7 浮孔小学校 中三倉堂2丁目5-43
8 磐園小学校 大字有井1
9 陵西小学校 大字池田3 ○
10 菅原小学校 大字根成柿436
11 浮孔西小学校 曽大根1丁目5-1
12 高田中学校 大中東町5-48
13 片塩中学校 中三倉堂2丁目9-28
14 高田西中学校 大字池田330 ○
15 市立高田商業高等学校 材木町8-3
16 文化会館（さざんかホール） 本郷町6-36 ○
17 総合公園コミュニティプール 大字西坊城414
18 勤労青少年ホーム 大字野口20-1 ○

◎「避難行動」を確認
「避難行動」は、数分から数時間後に
起こるかもしれない災害から「命
を守るための行動」です。
 水平避難 
◦自宅などから安全な場所
  （公園、親戚や友人の家など）への移動
 垂直避難 
◦近隣の高い建物などへの移動
◦建物内の安全な場所への移動　
　災害では「早めの避難」が重要です。ただし、避
難経路がすでに浸水しているなど、「水平避難」が危
ない状況では移動を避けて「垂直避難」を行うなど、
状況によりどちらの避難行動をとるか適切な選択を
してください。
◎ 「土のう」配置場所を確認
　大雨による水害対策用に、下記の場所に「土のう」
を備蓄しています。

「土のう」が必要な人は、
自由に持ち帰ってください。

災害発生時には、市民の安全・安心を第一に考え、
消防団・消防署・警察署などと連携し、

災害対応にあたります。

　詳しくは、「洪水・地震ハザードマップ」を見てくだ
さい。市役所 3 階の危機管理課や市内公
共施設（市民交流センター・葛城コミュニ
ティセンター・総合公園コミュニティプー
ルなど）でも配布しています。また、市ホー
ムページからもダウンロードできます。

QR コード

施設名 設置場所 住所
大和高田市役所 高田消防署南側市役所倉庫棟 大字大中98-4
塙青少年会館 会館北側駐車場北東角 日之出町11-41
曙町青少年会館 ピロティ 曙町1-33
市場青少年会館 会館北東隅階段下 大字市場405-3
市民交流センター
芝生広場 芝生広場北西端（外部階段下） 片塩町12-5

消防団第４分団詰所
（築山公民館東隣） 建物東側空地 築山663-3

問 危機管理課（☎22ｰ1101）
平日８時30分～17時15分および警報発表時対応
※上記以外の時間帯は（☎22ｰ1110）
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◎応募方法（下記へアクセス）
　市のホームページ→お問い合わせ→「学校教
育課への問い合わせフォーム」「学校教育課へ
のお問い合わせ」に必要事項を入力し、内容欄
に「片塩小学校区　登下校見守りボランティア
希望」と入力ください。

片塩小学校区

登下校見守り
ボランティア募集

　片塩小学校区にて、子どもたちの登下校の見守
り支援をする地域のボランティアを募集します。
　主に、特に交通量の多い交差点や、見通しの悪
い道、人通りの少ない道などに立って、子どもが
安全に通行できているか見守っていただきます。
・個人・団体を問いません。
・活動場所や時間など、無理なく活動できる範囲
で大丈夫です。

・地域の子どもたちの安全のため、少しでも見守
り活動に力を貸していただける方はお気軽にご
応募をお願いします。

� 問 学校教育課（内線2940）

市内に新しく事業所を設置する・
事業所の規模を拡大する事業者

に奨励金を交付
事業所設置奨励金
▷要件
　市内へ新設・増設・規模拡大を目的とした移転
に伴う建物および償却資産（土地の取得除く）の
取得に要した費用が3,000万円以上
▷対象業種
　全業種（一部要件あり）
▷奨励金内容
　建物および償却資産（土地を除く）の固定資産
税額の5割相当額を5年間交付

雇用促進奨励金
▷要件
　上記に記載の「事業所設置奨励金」該当事業者
で、開業日前後90日の間に、市内在住者を新規雇
用従業員として、1年以上雇用している事業者
▷奨励金内容
　従業員1人につき20万円を1回限り交付（上限
あり）
� 問 商工振興課（内線2442）

女女
ひ とひ と

とと男男
ひ とひ と

　ハート　アップ　フォーラム　ハート　アップ　フォーラム
入場無料・座席指定

6 3 5 ー 8 5 1 1

ー

返信

様

申
込
を
さ
れ
る
方
の

　
　
　
　
ご
　
　
住
　
　
所

　
　
　
　
お
　
　
名
　
　
前

63
大
和
高
田
市
大
中
　
番
地
4

往信 63大
和
高
田
市
役
所
人
権
施
策
課

　
　
　
　
　
男
女
共
同
参
画
推
進
担
当
　
行

（返信の裏には何も書かないでください）

98

〖記入必要事項〗
※横書きでお願いします

※希望人数を明記

ハートアップフォーラム参加希望

・代表者の郵便番号・住所

・希望人数

・代表者のお名前（ふりがな）

・代表者の電話番号

（連絡の取れる番号をお願いします）

託児をご希望の方

「託児希望」と明記し、お子様の

名前・年齢をご記入下さい往復はがきの書き方
問 人権施策課男女共同参画推進担当（内線3350）

▷と　き　６月22日㈯　13時開場、13時30分開演、15時15分終了予定
▷ところ　さざんかホール３階小ホール　※申込必要
▷内　容
　「令和５年度　男女共同参画をテーマにした標語」作品紹介
▷講　師　　羽衣国際大学教授／タレント　にしゃんた さん
　　　　　　演題　にしゃんた博士の「ダイバーシティって何ですか？！」
▷申込方法　往復はがきで申し込み
▷申込期限　６月10日㈪必着
※応募多数の場合は抽選　※手話・要約筆記あり
※託児あり（０歳～就学前、費用無料、要事前申込）　

【共催】大和高田市・ヒート ハート たかだにしゃんた さん
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文
化
財
は
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
の
成
り
立
ち
を
理
解
す
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
貴
重
な
財
産
で
、
将
来
の
文
化
の
向
上
・
発
展
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
す
。
市
教

育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
文
化
財
の
中
で
も
特
に
重
要
な
も
の
を
指
定
し
、
そ
の
保

護
に
努
め
て
い
ま
す
。

４
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
定
例
教
育
委
員
会
で
、
大
和
高
田
市
文
化
財
保
護
審
議
会

（
会
長　
浦う

ら
に
し西
勉つ
と
む・
元
龍
谷
大
学
教
授
）
の
答と
う
し
ん申
に
基
づ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
新
た

に
３
件
の
文
化
財
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
絵
馬
は
天
神
社（
三
和
町
）に
、
文
化
４（
１
８
０
７
）年
に
奉
納
さ
れ
た
大
絵
馬

で
す
。
現
在
は
絵
馬
堂（
写
真
１
）に
掲か

か
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
江
戸
時
代
の
渡と

御ぎ
ょ

行ぎ
ょ
う

列れ
つ

の
様
子
を
描
い
た
も
の
で
、
当
社
で
は
現
在
も

秋
の
例れ

い
祭さ
い
に
て
「
お
神み
こ
し輿
御お

渡わ
た
り」
が
行
わ
れ
て
お
り
、
古
式
ゆ
か
し
い
行
列
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

絵
馬
は
顔
料
の
剥は

く
ら
く落

が
著
し
い
で
す
が
、絵
馬
堂
の
東
側
に
架か

か
っ
て
い
る
絵
馬（
写

真
２
）に
は
天
神
社
と
思
わ
れ
る
社
殿
や
鳥
居
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
渡
御
行

列
の
出
発
の
場
面
を
描
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
行
列
に
は
黒
い
羽は

織お
り

を
着
た
人

や
、
神
輿
、
ダ
ン
ジ
リ
な
ど
も
描
か
れ
て
い
ま
す（
写
真
３
）。
ま
た
西
側
の
絵
馬（
写

真
４
）に
は
提

ち
ょ
う

灯ち
ん

を
捧さ
さ

げ
持
っ
た
人
々
が
多
数
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
行
列
の
還か

え

り
を
出
迎
え
る
場
面
を
描
い
た
も
の
と
読
み
解
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

裏
面
に
は
「
奉ほ

う

献け
ん　
御ご

神し
ん

前ぜ
ん　
文
化
四
年
丁ひ
の
と

卯う

年ど
し　
十
一
月
八
日

　
葛か

つ
下げ

郡ぐ
ん　
高
田
村　
郷ご
う

中ち
ゅ
う」

と
墨
書

き
が
あ
り
、
一
部
に
後
世
の
補ほ

修し
ゅ
うが

認

め
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
西
側
の
絵
馬
の
画
面
左
下
に

は
署し

ょ
名め
い
と
落ら
っ
款か
ん
が
確
認
で
き
、
二
代
目

和
田
桃と

う
け
い景
の
作
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

い
ず
れ
の
絵
馬
も
一
部
に
後
世
の
補

修
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
天
神
社
の

祭
礼
渡
御
を
描
い
た
唯
一
の
絵
画
資
料

と
し
て
そ
の
価
値
は
極
め
て
重
要
で

す
。

新
た
に
３
件
の
文
化
財
が

市
の
指
定
と
な
り
ま
し
た

大和高田市指定文化財（令和６年６月１日現在）

有
形
民
俗
文
化
財

「
天て

ん

神じ
ん

社し
ゃ

祭さ
い

礼れ
い

渡と

御ぎ
ょ

図ず

絵え

ま馬
」
二
面

件数 種別 名称 所在地 指定年月日

1 有形文化財
（建造物）

高田御坊専立寺
表門、築

つい
地
じ

、太
たい

鼓
こ

楼
ろう

（茶
ちゃじょ

所）
内本町 平成8年

12月24日

2 有形文化財
（建造物）

天満神社石塔、層塔、
多
たほうとう（つけたり）ざんけつぶひん

宝塔（附）残欠部品
根成柿 平成8年

12月24日

3 有形文化財
（建造物） 安

あん
楽
らく

寺
じ

跡
あと

  題
だい

目
もく

板
いた

碑
び

根成柿 平成8年
12月24日

4 有形文化財
（考古資料）

池田の石棺仏
（附）石棺底石 池田 令和2年

7月30日

5 有形文化財
（歴史資料） 常光寺名号碑 旭北町 令和2年

7月30日

6 有形民俗
文化財

西宮神社の
四季農耕図絵馬 曽大根 令和2年

7月30日

7 有形文化財
（彫刻）

木造大日如来坐像
（不動院） 本郷町 令和3年

6月24日

8 有形文化財
（彫刻）

木造薬師如来坐像
（長谷本寺） 南本町 令和3年

6月24日

9 有形文化財
（彫刻）

木造十一面観音立像
（十二社神社境内観音堂） 藤森 令和4年

4月14日

10 有形文化財
（彫刻）

木造二天王立像
（十二社神社境内観音堂） 藤森 令和4年

4月14日

11 有形民俗
文化財

野口西代の
太鼓踊り絵馬 野口 令和4年

4月14日

12 有形民俗
文化財

野口出屋敷の
太鼓踊り絵馬 野口 令和4年

4月14日

13 有形民俗
文化財 野口の太鼓踊り絵馬 野口 令和5年

3月24日

14 有形文化財
（歴史資料）

天神社本殿棟
むなふだ

札・置
おきふだ

札及
び棟

むな
木
ぎ

断
だんぺんめい

片銘ほか
三和町 令和5年

3月24日

15 有形民俗
文化財 天神社祭礼渡御図絵馬 三和町 令和6年

4月22日

16 有形民俗
文化財 天神社奉納扁額 三和町 令和6年

4月22日

17 有形文化財
（絵画） 施米の図 内本町 令和6年

4月22日

写真１　天神社　絵馬堂
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こ
の
扁
額
は
先
述
の
絵
馬
と
同
じ
く
天
神
社（
三
和
町
）に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
す
。

⑴
は
伊
勢
両
宮
（
内
宮
と
外
宮
）
の
月げ

っ
参さ
ん

講こ
う

が
奉
納
し
た
も
の
で
、
額が
く

の
中
央
右
に
は

「
文ぶ

ん
せ
い政

五ご

壬じ
ん

午ご

年ね
ん

發ほ
っ

起き　
同ど

う
十じ
ゅ
う
さ
ん
こ
う
い
ん
さ
ん
が
つ
こ
れ
を
お
さ
め
る

三
庚
寅
三
月
納
之
」、
左
に
は
「
惣そ
う
こ
う
ち
ゅ
う

講
中　
三
百
五
十
人

組
」
と
刻き

ざ
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
月
参
講
が
文ぶ
ん
政せ
い
５（
１
８
２
２
）年
に
発ほ
っ
足そ
く
し
、
文

政
13（
１
８
３
０
）年
の
「
お
か
げ
参

り
」
の
年
に
、
こ
の
扁
額
を
奉
納
し

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す（
写
真
５
）。

⑵
は
太だ

い
々だ
い

神か
ぐ
ら楽

の
扁
額
で
、
額
の

右
上
に
は
「
天て

ん
ぽ
う保

四よ

年ね
ん

癸き

巳し

三さ
ん

月が
つ

吉き
っ

祥し
ょ
う

日じ
つ
」と
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

天て
ん

保ぽ
う

４（
１
８
３
３
）年
に
奉
納
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す（
写
真
６
）。

い
ず
れ
も
伊
勢
信
仰
に
関
わ
る
扁

額
で
、
特
に
⑴
の
扁
額
か
ら
は
、
月

参
講
の
講
員
が
３
５
０
人
と
大
規
模

だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
有
力
な
商

家
が
数
多
く
存
在
し
た
高
田
で
、
町ま

ち

場ば

を
上
げ
て
講
を
組
織
し
運
営
し
て

い
た
様
子
が
よ
く
わ
か
る
資
料
と
し

て
重
要
で
す
。

⑴ 

伊い

せ勢
両り

ょ
う
宮ぐ

う
月げ

っ
さ
ん
こ
う
ほ
う
の
う
へ
ん
が
く

参
講
奉
納
扁
額　
⑵ 

永え
い
代だ

い
だ
い
だ
い

太
々
御お

神か
ぐ
ら楽
扁へ

ん
が
く額

有
形
民
俗
文
化
財

「
天て

ん

神じ
ん

社し
ゃ

奉ほ
う
の
う
へ
ん
が
く

納
扁
額
」
二
面

写真２　「天神社祭礼渡御図絵馬」東側の絵馬

写真４　「天神社祭礼渡御図絵馬」西側の絵馬

写真６　⑵ 永代太々御神楽扁額 写真５　⑴ 伊勢両宮月参講奉納扁額
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こ
の
図
は
高
田
寺じ

内な
い

町ち
ょ
うで
行
わ
れ
た
窮
き
ゅ
う

民み
ん

救き
ゅ
う

助じ
ょ

の
場

面
を
描
い
た
絵
図
で
す
。

明
治
２
（
１
８
６
９
）
年
、
天
候
不
順
に
よ
る
凶
作
の

た
め
、
多
く
の
人
々
の
生
活
が
困こ

ん
窮き
ゅ
うし

ま
し
た
。
そ
こ
で

町
内
の
有
力
者
に
よ
っ
て
施せ

米ま
い

（
米
を
施ほ
ど
こす

こ
と
）
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

図（
写
真
７
）の
中
央
に
は
、
専
立
寺（
内
本
町
）の
表
門

に
集
め
ら
れ
た
米こ

め

俵だ
わ
らを
担か
つ

ぎ
出
し
て
、
門も
ん
ぜ
ん前
で
施せ

米ま
い

を

行
っ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

図
の
作
者
に
つ
い
て
署
名
や
落ら

っ
か
ん款

は
確
認
で
き

ま
せ
ん
が
、「
西

に
し
の
み
や宮

神
社
の
四し

き季
農の
う
こ
う耕

図ず

え

ま
絵
馬
」 （
曽

大
根
、
市
指
定
）
と
筆
づ
か
い
に
共
通
点
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
三
代
目
和
田
桃
景
の
可
能
性

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

明
治
初
期
の
高
田
で
、
施
米
者
が
窮
民
の
救
済

に
あ
た
っ
た
様
子
を
描
い
た
絵
画
資
料
と
し
て
貴

重
で
あ
る
と
と
も
に
、
本
市
の
歴
史
を
伝
え
る
資

料
と
し
て
も
き
わ
め
て
高
い
価
値
が
あ
り
ま
す
。

有
形
文
化
財
（
絵
画
）

「
施せ

米ま
い

の
図ず

」
一
面

　
文
化
財
は
、
所
有
者
や
管
理
者
の
方
々
に
よ
っ
て
大
切
に

保
存
さ
れ
、
今
日
ま
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
文
化
遺
産
で
す
。

見
学
の
際
に
は
、
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

一　
見
学
の
際
は
、
最
初
に
所
有
者
の
許
可
を
得
る
の
が
基

本
で
す
。
特
に
団
体
で
見
学
を
す
る
場
合
に
は
、
事
前

に
了
承
を
得
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
写
真
撮
影

や
採さ

い
た
く拓

（
石
碑
な
ど
に
彫
ら
れ
た
文
字
を
墨
で
紙
に
写

し
採と

る
こ
と
。
拓た
く
ほ
ん本
）
は
許
可
を
得
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ

う
。

二　
社
寺
の
境
内
や
墓
地
は
信
仰
の
対
象
で
す
。
ま
た
、
行

事
が
執と

り
行
わ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
所

有
者
の
ご
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

三　
見
学
以
外
の
用
件
（
ト
イ
レ
の
借
用
な
ど
）
で
所
有
者

の
手
を
わ
ず
ら
わ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

四　
ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
り
、
植
物
や
作
物
な
ど
を
傷
つ
け

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

文
化
財
の
見
学
に
あ
た
っ
て

文化財ＰＲキャラクター
ゆぎ丸

� 問 生涯学習課（☎53-6264）

写真７　「施米の図」

写真３　「天神社祭礼渡御図絵馬」西側の絵馬（部分）
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まちの話題

　交通事故を減らす取り組みとして、市役所周辺でド
ライバーや市役所来庁者に対して、啓発物品の配布と、
交通安全啓発の声掛けとして、思いやり運転を心がけ
ることや、横断歩道は歩行者が優先となることなどを
呼びかけました。
令和6年春の交通安全県民運動　スローガン
　「交通事故のない　やすらぎの　大和路づくり
� ～大和の交通マナーを高めよう～」

　子どもたちがリアルに仕事を体験し、自分のやりた
い仕事を見つけるきっかけ作りを目的としたイベント

「こども建設王国」が4月に開催されました。イベント
主催者である子ども建設王国実行委員会よりイベント
時に集めた募金、母体である（一社）GCU 未来建設プロ
ジェクトからは義援金を、それぞれ令和6年能登半島
地震復興のためにいただきました。これらは日本赤十
字社を通じて被災地へ届けます。

問 生活安全課（内線3383）

問 商工振興課（内線2441）

まちの話題
4/８㈪

まちの話題
5/２㈭

交通事故のないまちへ

被災地に届ける思い

春の交通安全県民運動

こども建設王国義援金贈呈式

高田商業高等学校「まち部。」を中心とする学生たち
が、「ふれっぱ」をはじめ、市内のイベントを通じて寄
付金を募り、集まった61万3,628円を義援金としてい
ただきました。「令和6年能登半島地震の被害復興の力
になりたい」との思いで始まったこのプロジェクトで
すが、3か月で前回と合わせて1,112,549円の寄付と
なりました。

この義援金は、日本赤十字社を通じて被災地へ届け
ます。

2025年開催予定の大阪・関西万博の公式ユニフォー
ムの靴下に、本市に本社を置く西垣靴下株式会社の「疲
れしらずのくつした」が選ばれ、その報告に、西垣靴下
株式会社・株式会社エコノレッグの西垣代表らが市長
を表敬訪問しました。

万博開催中は運営スタッフや協会職員らの正装とし
て着用され、1万足を無償で提供される予定です。

問 高田商業高等学校（☎22-2251）

問 商工振興課（内線2441）

まちの話題
４/８㈪

まちの話題
４/16㈫

高田商業高校の能登応援プロジェクト

奈良の靴下を世界にアピール

義援金贈呈式

西垣靴下株式会社・株式会社エコノレッグ 
大阪・関西万博運営参加にかかる市長表敬訪問

11 広報誌やまとたかだ  2024年6月号



令和６年度 大和高田市一般会計予算令和６年度 大和高田市一般会計予算
330億 7,900万円など可決330億 7,900万円など可決

　令和6年3月市議会定例会は、3月1日から15日までの15日間開催されました。
　本定例会には、市長提出案件として、専決処分の報告1件、人事案件3件、令和6年度当初予算案10件、令和５年度補正予
算案５件、条例案件16件、権利の放棄案件1件、指定管理者の指定案件2件、規約の変更案件1件、市道に関する案件1件の計
40案件が提出され、令和6年度大和高田市一般会計予算（以下、一般会計予算）を除く、39案件は、承認・同意・可決されまし
た。一般会計予算については、議員より提出された予算の組み替え動議が可決されたことを理由に、市長が一般会計予算の
議案を撤回されました。
　議案の撤回に伴い、令和6年3月市議会臨時会が3月29日に開催されました。本臨時会には、市長提出案件として、撤回さ
れた一般会計予算の内容を見直し、提出された一般会計予算案１件が可決されました。
　なお、人事案件については、人権擁護委員に甲村 誠子氏の推薦が適任である旨を答申し、副市長および固定資産評価員と
して奥 亮太氏の選任に同意されました。
　本号では、定例会で行われた一般質問の一部、定例会・臨時会の議決結果についてお知らせします。

令和６年３月市議会定例会・臨時会

市長の施政方針に対する代表質問
●公明党　砂原議員
安心して暮らせる快適のまちづくりについて
問 コミュニティバス「きぼう号」の小型化や短

い路線の増便などの見直しはしないのか

答 バスを小型化すると車いすなどを利用してい
る方の利用が難しく、短い路線の増便は乗車

可能人数が減少して目的地までの乗り換えも多く発
生する。増便は全国的なバス運転手不足などの問題
もあるため、利用状況などを分析し、地域に適した
新たなモビリティの導入も含め検討していく。
安全で災害に強いまちづくりの推進について
問 東中２丁目栄町地域以外の市内における浸水

対策についてどう考えているのか

答 土庫・甘田川流域対策として、高田バイパス高
架下を利用した貯留施設の実現に向け大和川

河川事務所、奈良国道事務所との協議に取り組んでい
る。今後も順次、市内の浸水被害の軽減に努めたい。

●改新高田　南議員
将来に向けて持続可能な本市の構築について
問 国などの後追い施策が目立ち、本市独自で発

展や活性化を企図した施策が見当たらないと
感じるが、どう認識しているのか

答 本市で行う施策や事業は、全て本市のまちづ
くり指針に紐づく形で実施している。国など

の補助を活用して実情に応じた内容を反映しており、
全てが本市独自で発展や活性化を企図した施策であ
ると認識している。
教育環境の充実について
問 小中学校の適正な規模や配置はどう考えてい

るのか

答 来年度から再来年度に教育施設の再配置に係
る基本方針の策定を行う予定である。来年度

は適正配置に係る保護者などの意見を把握、分析す
ることを目的にアンケートを実施し、検討委員会で
適正規模や配置の考え方を取りまとめる。基本方針
策定後は速やかに実施計画に取り組んでいく。 ●日本共産党　沢田議員

人権を尊重する社会の実現について
問 同性カップルや選択的夫婦別姓を願う事実婚

のカップルにおいて、法律婚と同様のサー
ビスや権利が認められるよう本市独自のパートナー
シップ制度導入についてはどう考えているのか

答 ＬＧＢＴＱなど性的少数者の方々の思いに寄り添
い、さらに共生社会実現の取り組みという面か

らもパートナーシップ宣誓制度の必要性は理解してい
る。導入に向けて例規整備を含め検討していく。

子どもたちの笑顔あふれるまちづくりについて
問 現在は 35 人学級の実現に向け取り組まれて

いるところだが、今後の 30 人学級の実現に
ついてはどう考えているのか

答 奈良県では令和６年度に小学６年生が 35 人
学級となり、小学校全体で 35 人学級が実現

する。30 人学級の実現については県への要望など
も含め検討していきたい。

●会派絆・日本維新の会　萬津議員
スポーツ環境の整備について

問 総合体育館の移転新築を一旦凍結も念頭に置
くという方針転換に追い込まれた理由につい

てどう考えているのか

答 ３つの大型事業の優先順位は、１番目に病院、
２番目にゴミ関係施設、３番目に総合体育

館である。令和４年 11 月のスポーツ推進審議会に
おいて、審議の結果、総合公園への移転新築案を採
択すると結論を出された。また、パブリックコメン
トや市民アンケートなどを経て事業を進めてきたが、
昨今の物価高騰の影響を受け、佐賀県知事も市村記
念体育館の建設事業費が少なくとも 30 億円増額す
ると分析され事業を凍結することを発表されており、
本市も同様に社会情勢の変化に合わせ色々なことを
考慮しながら判断していきたいと考えている。
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一 般 質 問
令 和 6 年 3 月
市議会定例会・臨時会

改
新
高
田　
弓
場
議
員

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

問
本
市
と
し
て
通
級
に
対
す
る
明
確
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
た
め
に
も
、
教
育
委

員
会
、
学
校
教
育
現
場
、
通
級
利
用

者
を
含
め
、
通
級
指
導
教
室
設
置
計

画
お
よ
び
設
置
要
綱
を
策
定
す
る
こ
と

は
、
今
後
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

策
定
す
る
予
定
は
な
い
の
か

答
今
後
の
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
各

校
の
状
況
な
ど
を
鑑
み
、検
討
し
た
い
。

指
名
競
争
入
札
制
度
に
つ
い
て

問
参
加
資
格
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
な
い
中
か
ら
選
ん
だ
事
業
者
を
指
名

し
、
実
際
に
取
り
引
き
を
行
う
事
案
が

発
生
し
た
が
、
再
発
防
止
策
は
講
じ
て

い
る
の
か

答
入
札
に
参
加
さ
せ
る
事
業
者
の
指
名

基
準
と
し
て
、
事
業
者
に
求
め
る
具
体

的
な
取
り
扱
い
品
目
な
ど
を
明
記
し
た

う
え
、
手
続
き
書
類
に
競
争
入
札
参
加

資
格
者
名
簿
の
写
し
を
添
付
し
、
人
事

異
動
な
ど
で
担
当
者
の
変
更
が
あ
っ
た

場
合
で
も
、
発
注
手
続
き
の
都
度
、
入

札
参
加
資
格
の
確
認
が
確
実
に
行
わ
れ

る
運
用
と
し
た
。

改
新
高
田　
植
田
議
員

主
要
施
策
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

問
市
立
病
院
建
替
え
候
補
地
検
証
業

務
の
結
果
、
移
転
と
な
れ
ば
周
辺
住
民

か
ら
反
対
の
声
が
多
数
あ
る
JR
高
田
駅

周
辺
へ
の
移
転
を
進
め
る
の
か

答
移
転
の
最
適
地
は
、
奈
良
県
産
業
会

館
・
Ｊ
Ｒ
高
田
駅
東
側
広
場
の
一
部
で

あ
り
、
結
果
が
移
転
と
な
れ
ば
こ
の
候

補
地
で
進
め
た
い
と
考
え
る
。
事
業
を

進
め
る
際
は
、
住
民
説
明
会
な
ど
で
丁

寧
な
説
明
に
努
め
た
い
。

問
総
合
体
育
館
移
転
は
、
耐
震
診
断

後
で
な
く
現
時
点
で
凍
結
す
べ
き
で
な

い
か

答
耐
震
診
断
の
結
果
と
財
政
状
況
を
鑑

み
、
既
存
施
設
の
最
適
化
や
管
理
運
営

の
効
率
化
を
検
討
し
、
今
後
の
方
向
性

を
判
断
し
た
結
果
、
凍
結
も
あ
る
と
考

え
る
。

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
一
本
化
に
つ
い
て

問
遺
族
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
お
く
や

み
係
な
ど
の
窓
口
を
設
置
で
き
な
い
か

答
現
在
は
初
期
対
応
窓
口
で
関
係
課
を

案
内
し
て
い
る
。よ
り
市
民
に
寄
り
添
っ

た
対
応
を
研
究
・
検
討
し
た
い
。

改
新
高
田　
島
田
議
員

小
中
学
校
一
貫
教
育
に
つ
い
て

問
大
和
高
田
市
教
育
環
境
あ
り
方
検

討
業
務
の
報
告
書
作
成
後
、
令
和
６
年

度
に
て
学
校
施
設
再
配
置
基
本
方
針
策

定
業
務
と
し
て
２
年
間
で
１
７
５
３
万

円
も
の
委
託
業
務
を
予
算
計
上
さ
れ
た

が
、
具
体
的
に
何
を
委
託
す
る
の
か
、

今
後
の
方
向
性
が
見
え
て
こ
な
い
。
コ

ン
サ
ル
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
市

と
し
て
教
育
の
将
来
を
見
据
え
、
い
つ

や
る
の
か
、
何
を
す
る
の
か
の
方
向
性

を
示
し
、
具
体
的
に
進
め
て
い
く
と
と

も
に
そ
れ
に
見
合
う
成
果
を
出
し
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
る
が
、
小
中
一
貫
教

育
の
導
入
な
ど
は
検
討
し
な
い
の
か

答
小
中
一
貫
教
育
の
メ
リ
ッ
ト
は
認
識

し
て
お
り
、
こ
れ
を
最
大
限
に
活
か
し
、

学
び
の
充
実
に
つ
な
が
れ
ば
素
晴
ら
し

い
と
考
え
る
。
一
貫
教
育
の
可
能
性
に

十
分
着
目
し
取
り
組
み
を
進
め
、
将
来

的
な
義
務
教
育
学
校
の
設
置
な
ど
も
視

野
に
入
れ
、
既
に
実
施
済
の
地
域
の
情

報
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
検
討
し
た

い
。

会
派
絆
・
日
本
維
新
の
会　
堀
口
議
員

消
防
学
校
の
移
転
整
備
に
向
け
て

問
移
転
先
の
旧
高
田
東
高
校
跡
地
付

近
の
周
辺
道
路
は
車
通
り
が
多
く
、
道

幅
が
狭
い
箇
所
も
あ
り
、
渋
滞
や
事
故

も
多
く
、
大
雨
時
は
浸
水
で
通
行
止
め

に
な
り
整
備
が
求
め
ら
れ
る
場
所
で
も

あ
る
。
今
後
、
対
策
の
予
定
は
あ
る
の

か答
河
川
隣
接
部
分
は
、
協
議
中
で
あ
る

が
、
一
部
道
路
の
拡
幅
工
事
が
実
施
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
周
辺
道
路
な
ど

の
整
備
は
、
令
和
６
年
度
に
県
が
消
防

学
校
の
移
転
整
備
に
関
す
る
基
本
計
画

の
策
定
を
予
定
し
て
い
る
た
め
、
県
と

協
議
の
う
え
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な

る
。大

阪
・
関
西
万
博
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

問
万
博
開
催
期
間
中
の
誘
客
に
つ
な
げ

る
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
る
の
か

答
奈
良
県
の
実
行
委
員
会
に
参
加
す
る

市
町
村
で
催
事
な
ど
を
行
え
る
と
聞
き

及
ん
で
い
る
た
め
、本
市
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
い
、
誘
客
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
の
実
施
を
検
討
し
た
い
。
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一 般 質 問

日
本
共
産
党　
所
議
員

介
護
報
酬
改
定
の
影
響
に
つ
い
て

問
改
定
に
よ
り
市
内
事
業
者
に
支
払
わ

れ
る
報
酬
が
減
少
す
る
が
、
影
響
を
認

識
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
国
に
負
担
割

合
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
べ
き
で
は
な

い
か

答
経
営
へ
の
影
響
は
大
き
い
が
、
利
用

者
側
は
自
己
負
担
が
減
少
し
、
経
済
的

負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
と
認
識
し
て

い
る
。
国
庫
負
担
金
の
引
き
上
げ
は
、

令
和
５
年
５
月
に
近
畿
市
長
会
を
通
じ

て
要
望
し
て
い
る
。

今
後
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

問
財
政
調
整
基
金
を
計
画
的
に
取
り

崩
し
、
期
間
を
定
め
集
中
的
に
交
通
安

全
施
設
整
備
に
取
り
組
ま
な
い
の
か

答
特
定
目
的
基
金
で
な
い
た
め
、
取
り

崩
し
は
考
え
て
い
な
い
。
緊
急
対
応
が

必
要
で
あ
れ
ば
予
算
計
上
し
整
備
に
努

め
た
い
。

本
市
の
産
業
振
興
に
つ
い
て

問
コ
コ
ビ
ズ
な
ど
で
寄
せ
ら
れ
る
事
業

者
の
声
を
活
か
す
た
め
、
産
業
振
興
基

本
条
例
を
制
定
し
て
は
ど
う
か

答
条
例
の
有
効
性
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
た
い
。

会
派
絆
・
日
本
維
新
の
会　
仲
本
議
員

防
災
対
策
に
つ
い
て

問
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
予
定
は
あ

る
の
か

答
前
回
の
改
定
か
ら
５
年
以
上
経
過

し
、
現
状
の
防
災
体
制
な
ど
と
の
乖
離

が
随
所
に
露
見
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

令
和
６
年
度
よ
り
全
面
改
訂
に
着
手

し
、
令
和
７
年
度
中
に
完
了
す
る
予
定

で
あ
る
。

問
個
別
避
難
計
画
を
策
定
す
る
予
定

は
あ
る
の
か

答
計
画
策
定
は
、
避
難
行
動
要
支
援

者
名
簿
に
登
録
し
て
い
る
方
の
同
意
が

必
要
と
な
り
、
自
治
会
、
自
主
防
災
組

織
な
ど
と
調
整
し
策
定
す
る
こ
と
に
な

る
。
名
簿
を
関
係
者
に
提
供
す
る
際
、

策
定
支
援
を
依
頼
し
進
め
て
い
き
た

い
。カ

ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

つ
い
て

問
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条

例
を
制
定
し
て
は
ど
う
か

答
現
時
点
で
全
国
的
に
実
績
が
な
い
た

め
、
関
係
各
所
の
情
報
や
動
向
を
注
視

し
研
究
を
進
め
て
い
く
。
ま
ず
は
市
内

事
業
者
へ
の
調
査
、
事
業
者
や
消
費
者

へ
の
周
知
啓
発
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。

会
派
絆
・
日
本
維
新
の
会　
西
川
議
員

今
後
の
大
和
高
田
市
財
政
見
通

し
と
市
役
所
内
の
組
織
運
営
に

つ
い
て

問
今
こ
の
ま
ま
何
も
せ
ず
、
前
年
度
予

算
に
新
規
予
算
を
積
み
上
げ
る
予
算
編

成
を
続
け
て
い
て
は
、
市
長
が
優
先
課

題
と
し
て
い
る
市
立
病
院
、
ご
み
処
理

施
設
、
総
合
体
育
館
の
事
業
に
、
い
く

ら
の
財
源
不
足
が
生
じ
る
か

答
優
先
課
題
と
し
て
い
る
３
事
業
の
明

確
な
建
設
費
用
の
算
出
が
で
き
て
い
な

い
た
め
、
ど
れ
だ
け
の
費
用
が
必
要
か

示
す
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

問
業
務
分
担
の
偏
り
が
本
市
の
離
職
者

が
多
い
理
由
の
１
つ
と
考
え
る
。
職
階・

職
責
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
組
織
構

成
を
行
う
べ
き
で
な
い
か

答
限
ら
れ
た
職
員
で
、
様
々
な
要
素
を

考
慮
し
適
正
な
配
置
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
課
題
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ

り
、
引
き
続
き
職
階
・
職
責
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
慮
し
た
人
事
配
置
に
努
め
て
い

く
。

日
本
共
産
党　
向
川
議
員

水
道
管
の
断
水
対
策
に
つ
い
て

問
能
登
半
島
の
震
災
に
お
い
て
、
水
道

断
水
が
長
期
間
続
い
て
お
り
、
復
旧
・

復
興
の
大
き
な
障
害
に
な
っ
て
い
る
。

本
市
の
水
道
管
や
水
道
施
設
の
耐
震
化

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

答
水
道
管
の
耐
震
化
率
は
、
令
和
５
年

度
見
込
み
で
20・09
％
と
予
定
し
て
い

る
。
水
道
施
設
の
耐
震
化
率
は
総
配
水

量
に
対
し
20
・
6
％
と
な
っ
て
い
る
。

問
震
災
に
伴
う
停
電
で
配
水
で
き
な
い

可
能
性
が
あ
る
が
、
非
常
電
源
の
整
備

状
況
は
ど
う
か

答
天
満
配
水
場
に
は
非
常
用
の
自
家
発

電
装
置
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
天
満
配

水
場
の
み
の
稼
働
で
も
、
圧
は
低
く
な

る
が
、
市
内
へ
の
水
供
給
は
可
能
で
あ

る
。

問
断
水
時
に
当
面
の
水
を
確
保
す
る
た

め
の
緊
急
貯
水
槽
の
整
備
状
況
は
ど
う

か答
市
内
７
ヶ
所
に
整
備
し
て
い
る
。

問
川
を
越
え
て
給
水
し
て
い
る
松
塚
地

域
へ
の
水
管
橋
の
耐
震
補
強
は
さ
れ
て

い
る
か

答
３
ヶ
所
の
う
ち
１
ヶ
所
は
耐
震
補
強

済
で
あ
る
。
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令 和 6 年 3 月
市議会定例会・臨時会

公
明
党　
米
田
議
員

副
市
長
人
事
と
高
田
市
の
財
政

運
営
に
つ
い
て

問
施
政
方
針
で
行
財
政
改
革
を
掲
げ

て
い
る
が
、
予
算
編
成
に
反
映
が
な
く

矛
盾
が
生
じ
て
い
る
。
新
年
度
予
算
の

組
み
替
え
動
議
可
決
に
よ
り
、
改
め
て

予
算
を
編
成
し
臨
時
会
で
審
議
と
な
る

が
、
市
長
が
再
提
出
す
る
予
算
案
の
歳

出
は
増
額
、
減
額
の
ど
ち
ら
に
な
る
か

答
再
提
出
の
予
算
案
は
減
額
の
予
定
で

あ
る
。

問
副
市
長
は
県
か
ら
派
遣
さ
れ
る
が
、

協
定
書
で
は
、「
経
常
収
支
比
率
を

99
％
以
下
と
す
る
」「
令
和
７
年
度
以

降
の
財
政
調
整
基
金
を
30
億
円
以
上
と

す
る
」「
公
債
費
増
加
に
よ
る
財
政
負

担
の
削
減
を
図
る
」
の
３
つ
の
財
政
運

営
指
標
を
掲
げ
て
い
る
が
、
今
後
の
見

込
み
は
ど
う
か

答
経
常
収
支
比
率
は
令
和
４
年
度
決

算
で
98・3
％
、
財
政
調
整
基
金
は
24・

8
億
円
、
公
債
費
は
令
和
６
年
度
よ
り

行
財
政
改
革
に
よ
る
財
源
確
保
、
予
算

編
成
で
の
事
業
見
直
し
や
優
先
度
を
決

め
た
予
算
配
分
に
よ
り
財
政
負
担
削
減

を
図
る
。

公
明
党　
横
田
議
員

災
害
時
の
対
策
に
つ
い
て

問
防
災
会
議
に
お
け
る
女
性
委
員
の
増

員
に
向
け
た
取
り
組
み
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か

答
委
員
は
各
種
団
体
や
組
織
の
長
に
委

嘱
す
る
こ
と
が
多
く
、
組
織
の
中
か
ら

知
見
を
有
し
た
女
性
を
推
薦
し
て
い
た

だ
く
こ
と
も
女
性
委
員
の
増
員
に
向
け

た
手
段
と
考
え
る
た
め
、
働
き
か
け
て

い
く
。

問
ト
イ
レ
対
策
の
重
要
性
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か

答
担
当
者
や
役
割
な
ど
を
定
め
る
た
め

に
防
災
計
画
な
ど
の
改
訂
を
行
い
、
平

時
か
ら
の
対
策
や
発
災
時
に
お
け
る
部

局
間
の
横
断
的
連
携
が
で
き
る
体
制
を

確
立
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

同
時
に
ト
イ
レ
備
蓄
の
充
足
に
も
努
め

て
い
く
。

問
重
要
６
要
素
を
網
羅
し
た
業
務
継
続

計
画
は
策
定
さ
れ
て
い
る
の
か

答
本
市
の
業
務
継
続
計
画
は
地
域
防
災

計
画
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
令
和
５
年

度
に
県
の
依
頼
で
重
要
６
要
素
を
策
定

し
、
３
月
末
に
行
う
防
災
会
議
で
委
員

に
審
議
し
て
い
た
だ
く
。

公
明
党　
砂
原
議
員

葛
城
川
沿
い
、
防
犯
灯
の
設
置

に
つ
い
て

問
一
昨
年
に
開
通
さ
れ
た
葛
城
川
自

転
車
歩
行
者
専
用
道
路
は
、
夜
間
は
暗

く
危
険
で
あ
り
、
街
灯
の
設
置
を
要
望

し
て
い
た
が
、
未
だ
に
設
置
さ
れ
て
い

な
い
。
市
民
の
安
全
の
た
め
に
も
、
早

急
に
街
灯
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
か

答
自
治
会
、
県
な
ど
と
連
携
し
、
設

置
の
方
策
が
な
い
か
検
討
を
進
め
て
い

く
。Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
男
性
へ
の

接
種
費
用
助
成
に
つ
い
て

問
国
は
定
期
接
種
を
検
討
し
て
い
る

が
、定
期
接
種
が
決
定
す
る
ま
で
の
間
、

市
独
自
で
接
種
費
用
を
補
助
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
も
ら
え
な
い
の
か

答
男
性
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

現
在
、
任
意
接
種
で
あ
り
、
予
防
接

種
法
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
接
種
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
接
種
の
副
反
応
な
ど

で
健
康
被
害
が
生
じ
た
場
合
、
国
の
健

康
被
害
救
済
制
度
を
利
用
で
き
な
い
な

ど
の
課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら

を
踏
ま
え
て
今
後
、
研
究
し
て
い
き
た

い
。

委
員
会
審
査
結
果

予
算
特
別
委
員
会

◎�

令
和
６
年
度 

大
和
高
田
市
一
般
会

計
予
算

賛
成
少
数
で
否
決

◎�

令
和
６
年
度 

大
和
高
田
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
ほ
か
６

議
案

賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
可
決

◎�

令
和
６
年
度 

大
和
高
田
市
国
民
健

康
保
険
天
満
診
療
所
特
別
会
計
予
算

ほ
か
１
議
案

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

総
務
建
設
委
員
会

◎�

令
和
５
年
度 

大
和
高
田
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
ほ
か
９
議

案
全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

民
生
文
教
委
員
会

◎�

令
和
５
年
度 

大
和
高
田
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
ほ
か
18
議
案

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決　

◎�

大
和
高
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
可
決
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令和６年３月市議会定例会の結果
議案番号 議案名 議決結果

　専決処分

承第１号 専決処分の報告について 承認
（全会一致）

　予算

議案の撤回について（議第２号 令和６年度大和高田市一般会計予算） 承認
（全会一致）

議第３号 令和６年度大和高田市国民健康保険事業特別会計予算 原案可決

議第４号 令和６年度大和高田市国民健康保険天満診療所特別会計予算 原案可決
（全会一致）

議第５号 令和６年度大和高田市駐車場事業特別会計予算
原案可決議第６号 令和６年度大和高田市介護保険事業特別会計予算

議第７号 令和６年度大和高田市後期高齢者医療保険事業特別会計予算

議第８号 令和６年度大和高田市休日診療所特別会計予算 原案可決
（全会一致）

議第９号 令和６年度大和高田市水道事業会計予算
原案可決議第10号 令和６年度大和高田市下水道事業会計予算

議第11号 令和６年度大和高田市病院事業会計予算
議第12号 令和５年度大和高田市一般会計補正予算（第７号）

原案可決
（全会一致）

議第13号 令和５年度大和高田市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
議第14号 令和５年度大和高田市介護保険事業特別会計（第３号）
議第15号 令和５年度大和高田市休日診療所特別会計補正予算（第３号）
議第16号 令和５年度大和高田市病院事業会計補正予算（第３号）

　条例

議第17号 大和高田市行政手続きにおける特定の番号を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人
番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第18号 大和高田市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

議第19号 一般職の職員の給与等に関する条例及び企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正につ
いて

議第20号 大和高田市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について
議第21号 大和高田市国民健康保険税条例の一部改正について 原案可決
議第22号 大和高田市手数料条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第23号 大和高田市自動車駐車場条例の一部改正について

議第24号 大和高田市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正
について

議第25号 大和高田市立児童館設置条例の廃止について
議第26号 大和高田市子ども医療費助成条例等の一部改正等について
議第27号 大和高田市介護保険条例の一部改正について
議第28号 大和高田市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営の基準等に関する条例の制定について

議第29号 大和高田市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のた
めの効果的な支援の方法の基準等に関する条例の制定について

議第30号 大和高田市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準に関する条例の制定について

議第31号 大和高田市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護
予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法の基準に関する条例の制定について

議第32号 大和高田市廃棄物の減量化、資源化及び適正処理に関する条例の一部改正について
議第33号 大和高田市営住宅の一部改正について

議第34号 大和高田市水道事業給水条例及び大和高田市水道事業の布設工事監督者の配置基準及び資格基準並び
に水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部改正について

議第35号 大和高田市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について
議第36号 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理について

　その他
議第37号 権利の放棄について

原案可決
（全会一致）

議第38号 指定管理者の指定について
議第39号 指定管理者の指定について
議第40号 奈良広域水質検査センター組合規約の変更について
議第41号 市道の認定について

諮第１号 人権擁護委員の推薦について 適任
（全会一致）

同第２号 副市長の選任について 同意
（全会一致）同第３号 固定資産評価員の選任について
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令 和 6 年 3 月
市議会定例会・臨時会

次の定例会は、６月13日㈭に開会される予定です。

令和６年３月市議会臨時会の結果

各議員の賛否状況（全会一致の議案は除く）
萬
津
力
則

森
本
尚
順

弓
場
義
文

植
田
龍
一

堀
口
由
美

米
田
昌
玄

横
田
誠
治

砂
原
弘
治

橋
本
俊
哉

島
田
宗
彦

仲
本
博
文

西
川
繁
和

向
川
征
秀

所　
　

進

沢
田
洋
子

戸
谷
仁
史

南
幾
一
郎

賛

成

反

対

議第２号 令和６年度大和
高田市一般会計予算案に対
する組み替え動議（※）

×

議　
　
長

〇 〇 × × × × 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 9 7

議第３号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 13 3
議第５号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 13 3
議第６号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 13 3
議第７号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 13 3
議第９号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 13 3
議第10号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 13 3
議第11号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 13 3
議第21号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 13 3

※森本議長は採決に加わりません。� （賛成…〇、反対…×、退席…△、欠席…ー）

議案番号 議案名 議決結果
　議員提出議案

議第２号 令和６年度大和高田市一般会計予算案に対する組み替え動議 原案可決
発議第１号 旧庁舎跡地活用事業に関する調査特別委員会の廃止に関する決議

原案可決
（全会一致）

発議第２号 訪問介護報酬引き下げの見直しを求める意見書の提出について
発議第３号 地方創生に貢献するサーキュラーエコノミー（循環経済）の一層の推進を求める意見書の提出について
発議第４号 若者のオーバードーズ（薬物の過剰摂取）防止対策の強化を求める意見書の提出について
発議第５号 認知症との共生社会の実現を求める意見書の提出について

議案番号 議案名 議決結果
　予算

議第42号 令和６年度大和高田市一般会計予算 原案可決
（全会一致）

（※）議第2号 令和6年度大和高田市一般会計に対する組み替え動議　
　　提出者：南幾一郎
　　賛成者：島田宗彦、植田龍一、戸谷仁史、橋本俊哉、弓場義文

提案理由
　令和6年度大和高田市一般会計予算案に関しては、ごみ焼却施設関連の大規模な予算計上、人件費の増大など、不可避
的な要素がある中で、厳しい査定を経て、提案されたことを理解しているが、さらなる配慮を求めるべく、予算を組み
替えて再提出を求める動議を提出する。
内容
　歳入については、財政調整基金繰入金12億1,000万円を12億4,000万円として3,000万円増額する。
　歳出については、貧困が進む中で、保護世帯の相談等に応じる職員の追加、充足を求めることを理由に、生活保護費
27億2,879万6,000円を27億3,459万6,000円として、600万円増額する。
　また、収集業務の遂行に関して会計年度任用職員の増員、適正配置を求めることを理由に、じん芥収集費1億5,914万
円を1億8,314万円として、2,400万円増額する。
　予算の組み替えにより、歳入歳出それぞれ合計331億5,000万円を331億8,000万円とする。

17 広報誌やまとたかだ  2024年6月号



４
日
㈬
９
時
30
分
～
16
時

問
社
会
福
祉
課

�

（
内
線
１
５
１
０
）

お
と
な
の
ピ
ア
ノ
教
室 

受
講
生
募
集

▽
と
き　
７
月
４
日
～
９
月
26

日
の
毎
週
木
曜
日
、
13
時
～

14
時
（
８
月
15
日
、
９
月
５

日・19
日
は
休
講
、
全
10
回
）

▽
と
こ
ろ　

葛
城
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　
ピ
ア
ノ
未
経
験
、
ま

た
は
初
級
程
度
の
成
人
（
市

内
在
住
・
在
勤
の
人
）

▽
定
員　
10
人

※
申
込
多
数
の
場
合
、
抽
選

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、

中
止
に
な
る
場
合
あ
り

▽
受
講
料　
２
０
０
０
円

※
別
途
、会
費
５
０
０
０
円（
１

期
間
３
か
月
）
と
テ
キ
ス
ト

代
約
１
０
０
０
円
が
必
要

▽
講
師　
樫
根 

香
津
子
さ
ん

▽
申
込
方
法　

６
月
14
日
㈮

【
必
着
】
ま
で
に
、
往
復
は

が
き
に
「
お
と
な
の
ピ
ア
ノ

教
室
」、
郵
便
番
号
、
住
所
、

名
前
、
性
別
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
葛
城

第
53
回
シ
ニ
ア
県
展
作
品
募
集

60
歳
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の

日
本
画
や
洋
画
な
ど
の
作
品
展

で
す
。

▽
出
品
部
門　
日
本
画
、洋
画
、

書
、
手
芸
、
写
真

※
出
品
者
に
よ
り
創
作
さ
れ
た

も
の
で
、
１
部
門
に
つ
き
１

人
１
点
ま
で
（
未
発
表
の
も

の
に
限
る
）

▽
参
加
資
格　
県
内
在
住
で
昭

和
41
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
ア
マ
チ
ュ
ア

▽
出
品
料　

１
点
１
０
０
０ 

円
▽
振
込
先　
南
都
銀
行
神
宮
前

支
店

　
普
通　
２
０
７
５
７
７
５

　
奈
良
県
社
会
福
祉
協
議
会　

　
す
こ
や
か
長
寿
セ
ン
タ
ー

▽
申
込
方
法　
出
品
料
を
納
付

し
た
振
込
納
付
書
を
持
っ

て
、
６
月
３
日
㈪
か
ら
７
月

５
日
㈮
ま
で
に
市
役
所
１
階

社
会
福
祉
課
へ
。

〇
第
53
回
シ
ニ
ア
県
展

▽
と
こ
ろ　
さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル

２
階
展
示
ホ
ー
ル

▽
と
き　
８
月
31
日
㈯
～
９
月

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
〒
６
３
５・
０
０
５
４ 

曽

大
根
７
８
３-

１
）
へ
。

※
申
し
込
み
を
取
り
消
す
場
合

は
要
連
絡

問
葛
城
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
23・８
０
０
１
）

市
民
協
働
推
進
会
議
の

市
民
委
員
募
集

市
民
協
働
の
推
進
や
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
幅
広
い
意

見
を
求
め
る
た
め
、

市
民
委
員
を
公
募

し
ま
す
。

▽
募
集
人
数　
２
名
（
任
期
は

８
月
１
日
～
令
和
８
年
７
月

31
日
）

▽
募
集
資
格

・
市
内
在
住
で
、
平
成
21
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

・
市
職
員
、
議
会
議
員
で
な
い

人
・
平
日
に
開
催
さ
れ
る
会
議
に

出
席
可
能
な
人
（
年
２
回
程

度
、
初
回
は
８
月
に
開
催
予

定
）

▽
委
員
謝
礼　
１
回
５
０
０
０

円
（
交
通
費
支
給
な
し
）

▽
提
出
書
類　

・
応
募
用
紙
（
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
２
階
事
務
所
で
配
布
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
上
記
二

次
元
コ
ー
ド
）
に
も
掲
載
）

※
応
募
用
紙
を
使
用
し
な
い
場

合
は
、
①
名
前
、
②
住
所
、

③
連
絡
先（
電
話
番
号・メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
）、
④
生
年
月

Ｑ私は、会社員の夫に扶養
されています。どんなとき

に国民年金の届け出が必要です
か。

Ａ 国民年金第 3 号被保険者
（会社員・公務員に扶養さ

れている妻または夫）は、下記
のときに市民課年金担当で届け
出をしてください。
○�配偶者（妻または夫）の扶養

から外れたとき
○配偶者が退職したとき
○離婚したとき
○�配偶者が 65 歳に達し、年金

を受ける資格が発生したとき
○配偶者が死亡したとき
※�届け出には、配偶者の勤務先

で発行される「資格喪失証明
書」（65 歳到達や死亡の場合
は不要）、マイナンバーカード
または年金手帳などの本人確
認書類が必要です。

問 市民課年金担当（内線 1330）

日
、
⑤
職
業
、
⑥
応
募
理
由

や
自
己
Ｐ
Ｒ
を
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

・
作
文
（
４
０
０
字
程
度
）

（
テ
ー
マ
「
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
の
今
後
の
あ
り
方
と
、

活
用
方
法
に
つ
い
て
」）

※
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
２
階
事

務
所
へ
持
参
す
る
か
、
郵
送

ま
た
は
メ
ー
ル
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
応
募
締
切　
６
月
14
日
㈮
17

時
必
着

▽
選
考
方
法　
応
募
理
由
や
自

己
Ｐ
Ｒ
・
作
文
な
ど
の
書
類

審
査
に
よ
り
決
定
し
、
７
月

初
旬
、
郵
送
で
選
考
結
果
を

通
知

問
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
44・３
２
１
０
）

詳しくはこちら
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市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
託
児
室

（
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
）か
ら
の

お
知
ら
せ

託
児
室
（
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
）

は
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
―
開
館

日
の
７
時
30
分
か
ら
21
時
ま
で

利
用
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
19
時
か
ら
21
時
に
利
用
者

が
い
な
い
場
合
は
、
そ
の
日
の

託
児
室
の
閉
館
時
間
は
19
時
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
利
用
希
望
者
は
前
日

の
9
時
か
ら
17
時
ま
で
に
予
約

受
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
利
用
方
法

は
、
下
記
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
託
児
室

�

（
☎
44・３
２
１
３
）

発
達
障
害
の
巡
回
相
談

発
達
障
害
に
つ
い
て
心
配
・

不
安
の
あ
る
人
や
、
そ
の
家
族

か
ら
の
相
談
に
、
奈
良
県
発
達

障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
「
で
ぃ

あ
ー
」
の
相
談
員
と
相
談
で
き

ま
す
。

※
要
事
前
予
約
・
秘
密
厳
守

▽
と
き　
６
月
21
日
㈮
午
後

▽
と
こ
ろ　
市
役
所
内
相
談
室

▽
申
込
方
法　
社
会
福
祉
課
窓

口
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み

※
相
談
日
ま
で
に
社
会
福
祉
課

か
ら
相
談
内
容
な
ど
簡
単
な

聞
き
取
り
を
し
ま
す
。

問
社
会
福
祉
課

�

（
内
線
１
５
２
４
）

中
途
失
明
者・盲
ろ
う
者
等

生
活
訓
練
希
望
者
募
集

▽
対
象

・
中
途
失
明
者
生
活
訓
練
事
業

市
内
在
住
の
、
在
宅
の
重
度

の
視
覚
障
害
者
１
級
お
よ
び

２
級
の
人

・
盲
ろ
う
者
生
活
訓
練
事
業　

市
内
在
住
の
、
在
宅
の
盲
ろ

う
者
（
視
覚
と
聴
覚
の
両
方

に
障
害
の
あ
る
人
）

▽
内
容

　

自
宅
に
指
導
員
を
派
遣
し
、

歩
行
訓
練
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
訓
練
、
日
常
生
活
動

作
訓
練
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の

情
報
支
援
機
器
の
操
作
に
関

す
る
訓
練
な
ど

※
費
用
無
料
（
別
途
教
材
費
が

必
要
に
な
る
場
合
あ
り
）

▽
申
込
方
法

　
６
月
21
日
㈮
ま
で
に
社
会
福

祉
課
窓
口
で
申
し
込
み

※
来
庁
が
困
難
な
場
合
は
電
話

し
て
く
だ
さ
い
。

※
希
望
者
が
予
定
人
数
を
上

回
っ
た
場
合
は
新
規
申
込
者

を
優
先

問
社
会
福
祉
課

�

（
内
線
１
５
２
５
）

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

「
令
和
６
年
度
奈
良
県
介
護

支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試

験
」
を
10
月
13
日
㈰
に
実
施
し

ま
す
。「
受
験
案
内
」
は
介
護

保
険
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象　
保
険
・
医
療
・
福
祉

分
野
で
一
定
期
間
以
上
の
実

務
経
験
を
有
す
る
人

問
介
護
保
険
課

�

（
内
線
１
６
１
３
）

　梅雨の季節になりました。
　紫陽花がきれいな時期で、雨の中
傘をさして見る紫陽花は、いつもと
違う表情をみせてくれそうです。
　さて、今月の手話単語は・・・

ガクのある小花が
球状に集まってい
る様子を表現

【紫陽花】

指を広げた両手の
指先を下に向けた
まま上から下へお
ろす（雨の降る様
子を表現）

【雨】

手
しゅ

話
わ

を
覚
おぼ

えましょう

問 社会福祉課（内線 1510）

【傘】
上下につけた両手
こぶしの右手こぶ
しを上の方へ上げ
る

出典：�一（財）全日本ろうあ連盟発行 
「わたしたちの手話学習辞典 1」

【梅雨】
唇の下につけた右
手３指のつまみを
こめかみにつけ
　　　

　　　⇩

指を広げた両手を
上から下へ 2回お
ろす（雨の降るよ
うす）

⬇

手話の動画は
こちら

＼寄付をいただきました／
　4月初旬に、市内在住の三浦省一様よ
り、「大和高田市のこどものために役立て
ていただきたい」と、現金１億１千万円お
よび金の延べ板1ｋｇ（500ｇ×2枚）を寄
付していただきました。今後、市内のこど
も・子育て施策の推進に活用させていた
だきます。

問 こども家庭課（内線2571）
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男
女
共
同
参
画
週
間　

�

６
月
23
日
～
29
日

﹃
だ
れ
も
が
ど
れ
も

�

選
べ
る
社
会
に
﹄

（
令
和
６
年
度
「
男
女
共
同
参

画
週
間
」
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ 

【
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
】）

性
別
に
関
係
な
く
、
自
ら
の

意
思
に
よ
り
個
性
と
能
力
を
発

揮
し
て
活
躍
で
き
る
社
会
づ
く

り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

〇
パ
ネ
ル
展
開
催

▽
と
き　
６
月
10
日
㈪
～
28
日

㈮
▽
と
こ
ろ　
市
役
所
1
階
多
目

的
ス
ペ
ー
ス

問
人
権
施
策
課
男
女
共
同
参
画

推
進
担
当（
内
線
３
３
５
０
）

蜂
の
駆
除
は
業
者
に
依
頼
を

初
夏
は
蜂
が
活
動
す
る
時
期

で
、
家
の
軒
下
や
屋
根
裏
に
巣

を
作
り
始
め
ま
す
。
蜂
の
駆

除
は
、
巣
が
大
き
く
な
る
前

に
、
害
虫
駆
除
業
者
（
市
で
は

駆
除
で
き
ま
せ
ん
）
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。
家
庭
で
市
販
の

蜂
用
殺
虫
剤
を
使
用
す
る
場
合

は
、
蜂
の
種
類
に
よ
っ
て
効
き

目
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
ス
ズ

メ
バ
チ
に
刺
さ
れ
る
と
死
亡
す

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
巣
に

は
近
寄
ら
ず
、
す
ぐ
に
業
者

に
駆
除
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。
害
虫
駆
除
業
者
が
分
か
ら

な
い
場
合
は
、
県
の
業
者
団
体

で
あ
る
、
ペ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
協
会
（
☎
０
７
４
２
・
23
・

７
３
１
２
）
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
市
民
衛
生
課

�

（
内
線
２
３
６
２
）

使用済み「食用油」を
回収しています

▷６月の回収日　６月24日㈪
9時15分～9時30分 市立陵西公民館

9時45分～10時00分 橘町集会場前

10時15分～10時30分 築山公園前

10時45分～11時00分 塙青少年会館（塙コミュニティーセンター）

11時15分～11時30分 曙町青少年会館（東部こども会館）

11時45分～12時00分 片塩幼稚園東側道路

13時15分～13時30分 総合体育館

13時45分～14時00分 大和ガス南側道路

14時30分～14時45分 市立菅原公民館

15時00分～15時15分 ネオシティ大和高田正面玄関前

15時30分～15時45分 葛城コミュニティセンター前

16時00分～16時15分 春日町会館前

◎市役所開庁日（10時～15時）市役
所北側駐車場のごみコンテナ横で
も回収しています（祝日除く）。

◎さざんかストリートの「生活雑貨さ
さおか」で回収しています。ご利用
ください。

◎油の入ったビンやカンは、リサイク
ルできないため、処理が困難です。

　使用済み食用油は、固めずに、食
用油の容器（ペットボトル容器）な
どに入れて持ってきてください。
問 クリーンセンター（☎52ｰ1600）

６
月
は
環
境
月
間

６
月
５
日
は
「
環
境
の
日
」

で
す
。
こ
の
機
会
に
、
環
境
に

対
す
る
意
識
を
高
め
ま
し
ょ

う
。

〇
今
日
か
ら
で
き
る
こ
と

・
ご
み
分
別
を
徹
底
し
、
ご
み

を
減
量

・
浄
化
槽
の
清
掃
は
年
１
回
必

ず
行
い
、
定
期
点
検
も
行
う

・
て
ん
ぷ
ら
油
の
廃
油
は
台
所

に
流
さ
ず
、
巡
回
回
収
な
ど

に
出
す

・
川
や
道
路
に
ポ
イ
捨
て
や
不

法
投
棄
を
し
な
い

・
犬
の
散
歩
時
は
ふ
ん
の
後
始

末
を
す
る

・
水
道
・
ガ
ス
・
電
気
の
ム
ダ

遣
い
を
や
め
る

・
自
動
車
の
利
用
を
控
え
る

　
こ
の
よ
う
な
行
動
が
、
地
球

温
暖
化
防
止
や
河
川
の
水
質

改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
民
衛
生
課

�

（
内
線
２
３
６
２
）

問 商工振興課（内線 2442）

大和高田市商都たかだ活性化事業補助金
　商店街の活性化や地場産業の振興に取り組む市内の団体などに補助金
を交付します。
▷募集期間　6月3日㈪～21日㈮
▷審査方法　�7月2日㈫10時から、市役所5階会議室で行う 

選考委員会で審査
※選考委員会の会議は公開します。傍聴を希望する場合は
　６月21日㈮までに電話で下記まで連絡してください。
※�申込方法や詳細は、右記二次元コードより、ホームページ 

で確認してください。

応募資格 対象事業 補助対象経費 補助金額
商店街、商工
業団体、農業
団体など

賑わい創出事業など
（補助対象経費の合計
額が30万円以上の事
業）

設備・施設など
の賃貸代、ちら
し・ポスター代
など

補助対象経費の
3分の2以内で、
50万円を限度と
する
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収
納
対
策
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

７
月
１
日
は
市
県
民
税

第
１
期
の
納
期
限

市
県
民
税
の
納
税
通
知
書
お

よ
び
納
付
書
は
、
６
月
上
旬
に

発
送
し
ま
す
。

納
付
方
法
を
確
認
し
、
納
期

限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

市
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
か

固
定
資
産
税
第
１
期
お
よ
び

軽
自
動
車
税
の
納
付
期
限
は
過

ぎ
て
い
ま
す
。
未
納
と
な
っ
て

い
る
人
は
直
ち
に
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
や
む
を
得
な
い
理
由

で
一
時
的
に
市
税
を
納
期
限
ま

で
に
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
は
、未
納
の
ま
ま
放
置
せ
ず
、

収
納
対
策
課
へ
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

問
収
納
対
策
課

�

（
内
線
２
２
６
６
）

水
道
工
務
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

水
も
れ
は
水
資
源
の
ム
ダ
遣
い

も
し
、
道
路
上
や
水
路
で
水

も
れ
を
発
見
し
た
時
は
、
す
ぐ

に
水
道
工
務
課
へ
知
ら
せ
て
く

だ
さ
い
。

特
殊
詐
欺
等
防
止
対
策
機
器

購
入
費
補
助
金

特
殊
詐
欺
を
防
ぐ
機
能
の
付

い
た
固
定
電
話
や
携
帯
電
話
の

購
入
費
を
一
部
補
助
し
て
い
ま

す
。
※
購
入
前
に
要
申
請

▽
対
象
者　
市
内
在
住
の
満
65

歳
以
上
で
、
市
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
人
な
ど

▽
申
請
方
法　
購
入
前
に
、
購

入
す
る
機
器
の
カ
タ
ロ
グ
、

購
入
予
定
額
（
取
付
け
費
を

含
む
）
と
本
人
確
認
が
で
き

る
書
類
と
印
鑑
を
生
活
安
全

課
に
持
参
（
代
理
申
請
の
場

合
は
委
任
状
が
必
要
）

▽
対
象
機
器
・
補
助
金
額

問
生
活
安
全
課

�

（
内
線
３
３
８
３
）

日程は都合により、変更になること
があります（一部、表記に変更がありま
すが、収集の時期は従来どおりです）。

し尿くみ取り収集をご利用の皆さんへ
●�市内に新たにくみ取りトイレを利用する際

や世帯の人数に変更がある場合は、市民衛
生課にて手続きが必要です。

●�し尿くみ取り収集は、浄化槽の清掃ではあり
ません。

　◦おおやまと環境整美事業協同組合
　　☎52ｰ2982
　◦大和清掃企業組合 ☎52ｰ3372
　　�上表にて、大和清掃企業組合が収集を行

う地区は赤字で記載しています
問 市民衛生課（内線 2362）

令和６年６月し尿収集日程予定表

令和 6 年度スローガン
� 「たいせつに　みずはみんなの　たからもの」
　本市の水道水は、家庭などに質の良い水を届けるた
め、水の取水、浄化、送水、51 項目の水質検査など、多く
の過程を経て供給しています。現在の市内上水道普及率
は100％で、今では蛇口をひねるだけで、安心で安全な水
を飲むことができます。
　これからも、大切な水道施設や技術を将来に引き継
ぎ、緊急時にもライフラインとしての機能を確保できる
よう、水道事業の推進に努めます。

問 水道総務課（☎52・1365）

第66回　水道週間　6月1日～7日

対象機器 補助金額
固定電話または固定電話に
接続可能な機器（登録のな
い番号からの着信に注意を
促す機能・通話内容を自動
的に録音する機能などがあ
るもの）

機器購入費と取付工事
費の 1/2（上限 1 万円、
100 円未満切捨て）

携帯電話（全国防犯協会連
合会が優良防犯電話として
推奨するもの）

機器購入費の 1/2（上限
５千円、100 円未満切捨
て）

急
な
に
ご
り
水
に
ご
注
意

水
道
工
事
や
断
水
、
火
災
に

よ
る
消
火
活
動
な
ど
で
、
水
道

管
を
流
れ
て
い
る
水
の
速
さ
や

方
向
が
変
わ
り
、
に
ご
り
水
が

出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
場
合
は
、
飲
み
水
と
し

て
の
使
用
を
控
え
、
し
ば
ら
く

様
子
を
見
る
か
、
水
道
工
務
課

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
水
道
工
務
課

�

（
☎
52・３
９
０
１
）

日 曜日 収集区域
3 月 奥田県住、奥田、出、秋吉
4 火 奥田、吉井、根成柿、池尻、藤森

5 水
大谷、北角、敷島町、根成柿、吉井、
旭北町、本郷町、西坊城、秋吉、有井、
築山、神楽

6 木 敷島町、根成柿、秋吉、西坊城、奥田、
日之出町、日之出西・東本町

7 金
敷島町、西坊城、出、勝目、田井、花
園町、大東町、土庫 1・2・3 丁目、
土庫住宅

8 土 松塚、東雲町、三和町

10 月
東中、東中 1・2 丁目、春日町 1・2 丁目、
田井、今里川合方、材木町、昭和町、
曙町、北本町

11 火 東中 1 丁目、春日町 1 丁目、大中南、
礒野、礒野東、礒野町

12 水 礒野町、礒野北、南本町、北片塩、大
中南、永和町、市場

13 木
大中、大中北、大中東、新田、中町、
岡崎、池田、領家、礒野北、築山、大
谷

14 金 池田、領家、市場、野口西代、築山
17 月 市場、野口、有井、築山

18 火 出屋敷、有井、西三倉堂 1 丁目、築山、
池田

19 水
西町、大中、内本町、南本町、中三倉
堂 1･2 丁目、西三倉堂 1・2 丁目、築
山、大谷

20 木 中三倉堂 1・2 丁目、西三倉堂 1 丁目、
甘田町、田井新町、敷島町

21 金 中三倉堂 1・2 丁目、甘田町、今里、
旭北町、旭南町、中今里町

24 月
曽大根、曽大根 2 丁目、出、南陽町、
北片塩町、東三倉堂町、旭北町、旭南
町、永和町、片塩町

25 火
南陽町、蔵之宮町、甘田町、田井新町、
南今里町、中今里町、片塩町、東三倉
堂町、永和町、北片塩町、西三倉堂 1
丁目、礒野南町

26 水
大中東、南陽町、蔵之宮町、礒野新町、
内本町、永和町、礒野南町、片塩町、
礒野東町

27 木
蔵之宮町、甘田町、栄町、東中 1・2
丁目、西三倉堂 1 丁目、春日町 2 丁目、
曽大根 1 丁目、本郷町、北本町、高砂
町、永和町、内本町
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か
も
き
み
の
湯
組
合
市
町

無
料
入
浴
日

市
内
在
住
の
人
は
、
６
月
13

日
㈭
に
、無
料
入
浴
で
き
ま
す
。

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

▽
持
ち
物　
運
転
免
許
証
、
健

康
保
険
証
な
ど
、
市
内
在
住

を
確
認
で
き
る
も
の

※
コ
ピ
ー
類
は
不
可

※
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

不
可

問
か
も
き
み
の
湯

�

（
☎
66
・２
６
４
１
）

危
険
物
安
全
週
間

推
進
標
語

　「
次
世
代
へ
つ
な
ご
う
無
事

故
と
青
い
地
球
（
ほ
し
）」

６
月
２
日
～
８
日
は
危
険
物

安
全
週
間
で
す
。
危
険
物
の
保

安
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
と
啓

発
、
各
事
業
所
で
の
自
主
保
安

体
制
の
確
立
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

火
災
や
漏
え
い
事
故
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

問
高
田
消
防
署

�

（
☎
25
・０
１
１
９
）

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
年
度
更
新
の
ご
案
内

令
和
６
年
度
の
労
働
保
険

（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
の

年
度
更
新
期
間
は
、
６
月
３
日

㈪
か
ら
７
月
10
日
㈬
ま
で
で

す
。
期
間
中
の
申
告
・
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
提
出
方
法　
電
子
申
請
ま
た

は
郵
送

※
４
月
１
日
付
で
、
労
災
保
険

率
な
ど
が
一
部
改
定
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
令
和
６
年
度

概
算
保
険
料
算
定
時
は
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

問
奈
良
労
働
局
総
務
部

（
☎
０
７
４
２・32・０
２
０
３
）

公
共
職
業
訓
練
の
受
講
生

募
集

▽
募
集
科
目　

①
Ｃ
Ａ
Ｄ
も
の
づ
く
り
サ
ポ
ー

ト
科

②
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

※
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
講
習
付

▽
対
象　
訓
練
を
受
講
し
て
、

再
就
職
を
希
望
す
る
人

▽
定
員　
各
10
名
程
度

▽
訓
練
期
間　
８
月
２
日
㈮
～

令
和
７
年
２
月
28
日
㈮

▽
訓
練
場
所　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
奈
良
（
奈
良
県
橿
原
市

城
殿
町
４
３
３
）

※
無
料
駐
車
場
あ
り

※
受
講
料
無
料
、
教
科
書
代
な

ど
は
自
己
負
担

▽
申
込
方
法　
６
月
３
日
㈪
～

７
月
２
日
㈫
に
電
話
で
左
記

へ
。

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
奈
良

（
☎
０
７
４
４・22・５
２
２
６
）

吉
野
川
分
水
の
通
水
に
伴
う

事
故
防
止
に
ご
協
力
を

大
和
平
野
の
稲
作
が
始
ま

り
、
吉
野
川
分
水
の
通
水
が
行

わ
れ
ま
す
。

事
故
防
止
の
た
め
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
吉
野
川
分
水
施
設
の
用
水

路
・
樋
門
（
ひ
も
ん
）・
ゲ
ー

ト
な
ど
の
農
業
用
水
利
施
設

に
む
や
み
に
近
づ
か
な
い
で

く
だ
さ
い
。

②
水
路
内
へ
汚
物
、木
片
、石
、

ゴ
ミ
、
草
な
ど
を
投
げ
込
ま

な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
地
域
内
の
河
川
（
曽
我
川
、

葛
城
川
、高
田
川
、太
田
川
、

岩
谷
川
、
葛
下
川
）
は
急
激

な
流
量
の
増
減
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、水
遊
び
、水
泳
、

魚
釣
り
、
土
木
工
事
な
ど
は

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
通
水
期
間　
６
月
１
日
㈯
～

９
月
20
日
㈮

※
詳
細
は
左
記
へ
。

問
大
和
平
野
土
地
改
良
区

�（
☎
０
７
４
４・22・２
０
５
２
）

　
奈
良
県
農
村
振
興
課

�（
☎
０
７
４
２・27・７
４
５
２
）

自衛官などの募集
○募集種目
幹部候補生、一般曹候補生、自衛官候補生
※受験資格、受付期間、試験日など、
詳しくは自衛隊橿原地域事務所へ

（https://www.mod.go.jp/pco/nara/）

問 自衛隊奈良地方協力本部橿原地域事務所
（☎0744ｰ29ｰ9060）

女性の権利ホットライン
女性の権利一般に関する無料電話相談を実施し

ます。外出しづらい人も、電話で相談してください。
▷と　き　６月24日㈪　10時～16時
▷相談先　☎0742-22-6947
※実施当日のみ通話可能
▷相談内容　離婚や家族に関する相談、労働、相

続、消費者問題、ＬＧＢＴに関することなど
問 奈良弁護士会（☎0742-22-2035）
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に
、
往
復
は
が
き
に
名
前
、

住
所
を
明
記
の
上
、
申
し
込

み
。

▽
連
絡
先　
キ
ム
・
カ
ン
ヂ
ャ

（
金
康
子
）

　
（
〒

635
―
０
０
０
３

�

土
庫
７
２
６
―
２
）

総
合
公
園・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ー
ル
の
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
の
利
用
に
つ
い
て

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
利
用

は
、
3
月
31
日
を
も
っ
て
、
終

了
し
ま
し
た
。
現
在
お
持
ち
の

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
は
、
6
月

末
日
ま
で
返
金
し
ま
す
。
そ
れ

以
降
の
返
金
は
、
対
応
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
早
め
に
返
金
の
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
平
日
10
時
～
17

時
に
、
下
記
へ
電
話
し
て
く

だ
さ
い
。

問
株
式
会
社
ザ
・
ビ
ッ
グ
ス

ポ
ー
ツ

�（
☎
０
６・６
４
４
２・１
１
７
１
）

オ
ノ
マ
ト
ペ
多
言
語
講
座

大
和
高
田

会

　
　
　

｢

ケ
グ
リ｣

と
は｢

蛙｣

、｢

オ

リ
ニ｣

と
は｢

子
ど
も｣

と
い
う

意
味
で
す
。

▽
と
き　
６
月
23
日
～
７
月
28

日　
毎
週
日
曜
日
14
時
～
15

時
（
６
回
シ
リ
ー
ズ
）

▽
と
こ
ろ　

大
和
高
田
ケ
グ

リ
・
オ
リ
ニ
会
（
花
園
町
バ

ス
停
す
ぐ
）

▽
内
容　
ケ
ロ
ケ
ロ
・
ピ
ョ
コ

ピ
ョ
コ
の
よ
う
な
擬
音
・
擬

態
語
（
オ
ノ
マ
ト
ペ
）
を
通

し
て
、
ユ
ニ
ー
ク
な
言
語
感

性
を
学
ぶ
多
言
語
講
座
で

す
。韓
国・朝
鮮
語
、中
国
語
、

英
語
、
日
本
語
の
い
ず
れ
か

希
望
言
語
を
明
記
の
上
、
申

し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
年
齢
不
問

▽
参
加
費　
各
回
２
０
０
０
円

▽
申
込
方
法　
１
週
間
前
ま
で

性別にかかわらず誰もが働きやすい環境づくりを
進めている事業所を｢大和高田市いきいき会社宣言
事業所｣として登録し、取り組み内容などを市のホー
ムページなどで紹介します。

その中から、取り組み内容が優れている事業所を
表彰します。　
▷応募対象

市内に事業所があり、次の各号のいずれかの取り
組みを実施する事業所（国・地方公共団体・独立
行政法人は除く）。規模は問いません。

①性別にとらわれない能力活用や女性の職域拡大
のための取り組みを行なっていること。

②仕事と家庭生活、その他の活動との両立（ワーク
ライフバランス）を支援するための取り組みを行
なっていること。

③男女の人権に配慮した働きやすい職場環境づくり
を行なっていること。

④その他、男女が共にいきいきと働くことができる職
場づくりを行なっていること。

▷応募期間　6月3日㈪～7月31日㈬
▷応募方法　登録申請書に必要事項を書いて、郵送
（〒635-8511　大和高田市大字大中98-4　大
和高田市役所　人権施策課　男女共同参画推
進担当）、電子メール（gender@city.yamatotakada.
nara.jp）または持参で、人権施策課男女共同参画
推進担当へ提出してください。

※登録申請書は、市ホームページからダウンロード、
または人権施策課にあります。

はじめませんか
「いきいき会社宣言」
男女共同参画推進事業所を

募集し、その活動を応援します

問 人権施策課男女共同参画推進担当（内線3350）

広告スペース 広告スペース
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熱中症に注意しよう

〇熱中症予防対策
①暑さを避ける

室内では、エアコン、扇風機な
どを使用して室温を調整しましょ
う。

屋外では、日傘や帽子、日陰を
利用して、こまめに休憩をとりま
しょう。
②こまめな水分補給
　のどがかわく前に水分を補給

し、塩分補給も忘れずに。
③からだに熱がたまるのを防ぐ
　通気性が良く、速乾性・吸湿性に

優れる涼しい服装をこころが
け、体温の上昇を抑えましょう。

④日頃からの健康管理
　体温測定など健康チェックを行

い、体調が悪いと感じた時は、無
理せず自宅で静養しましょう。

⑤暑さに備えたからだ作り
　朝や夕方の涼しい時間帯に運

動して、汗をかく習慣を作りま
しょう。気温が上がった時にも、
からだが上手に熱を放出してく
れます。

※熱中症は、近年５月頃から多く
発生しています。熱中症の予防
対策・熱中症情報については、市
ホームページを確認
してください。

歯周病検診と妊婦歯科健診の
個別実施が始まりました

対象者は、市内協力歯科医療機
関にて、歯科検（健）診を無料で
受けることがきます。� 要電話予約
▷対象
・歯周病検診
　 令 和 ６ 年 度 に20歳、30歳、40
歳、50歳、60歳、70歳になる人
※６月に受診券を送付します。
・妊婦歯科健診

令和６年４月以降に受診券を交

付した妊婦
※妊婦健康診査補助券つづりに受

診券をとじています。
▷受診期間
・歯周病検診

６月から令和７年２月末まで
※受診券到着後から申込可能
・妊婦歯科健診
　通年
▷ところ
　市内協力歯科医療機関
※受診券を確認してください。
▷持ち物

受診券、健康保険証、母子手帳
（妊婦歯科健診の場合）
▷受診方法

事前に市内協力歯科医療機関に
電話予約をしてください。

予防接種の案内

次の予防接種は、接種期間を過
ぎると任意接種となり、全額自己
負担となります。
※いずれも接種予約は市内委託医

療機関に直接電話してくださ
い。
また、転入や紛失で予診票がな

い場合、市外で接種を希望する場
合は事前に保健センターまで問い
合わせてください。

HPVワクチン定期接種

子宮頸がんの原因となるHPV
（ヒトパピローマウイルス）を防
ぐために、HPVワクチンを接種
しましょう。

ワクチンの有効性と、接種によ
る副反応が起こるリスクを十分に
理解した上で受けてください。
▷対象　小学6年生～高校1年生

相当の女子（平成20年4月2日
～平成25年4月1日生まれ）

※標準的な接種時期は中学１年生
▷接種期間　高校1年生相当の年

度末（3月31日）まで
▷ところ　市内委託医療機関　
▷費用　無料
▷持ち物　予診票・母子健康手帳・

健康保険証などの住所・年齢が
確認できる書類

※中学1年生の未接種者には4月
下旬に予診票を郵送していま
す。小学6年生で接種を希望す
る場合、保健センターへ問い合
わせてください。

２種混合（DT）予防接種

２種混合（ジフテリア・破傷
風）の予防接種は、乳幼児期に受
けた、３種混合（４種混合）の追
加接種です。
▷対象・接種期間　11歳以上13

歳未満
（標準的な接種期間は小学６年生）
▷ところ　市内委託医療機関
▷費用　　無料
▷持ち物　母子健康手帳・予診票
（予防接種手帳内）

麻しん風しん混合（ＭＲ）
ワクチン

▷対象
１期：１歳から２歳未満
２期：平成30年４月２日から平成

31年４月１日生まれで小学校
就学前の幼稚園・保育所等の年
長児

▷接種期間　
１期：1歳から２歳未満まで
２期：�小学校就学前年度（４月１日

～３月31日）
▷費用　　無料
▷ところ　市内委託医療機関
▷持ち物　母子健康手帳・予診票
（予防接種手帳内）
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要）
▷申込方法　実施日の１週間前ま

でに電話で保健センターへ。

集団がん検診

▷対象　40歳以上（70歳以上は
無料）� 要予約

内容 料金
胃がん検診

（バリウム検査） 1,000円

肺がん検診
（Ｘ線検査） 400円

大腸がん検診
（便潜血検査） 500円

※免除要件あり。

▷予約の流れ
①コールセンター（☎050-3106 

-0159）もしくは
WEB へ。

②日程を選ぶ
③予約時間を選ぶ
④希望のがん検診を選ぶ
⑤検診票が自宅に届く
⑥当日検診を受ける
⑦検診結果が自宅に届く
※定員になり次第締め切り
※詳しくは保健事業の

ご案内または広報誌
やまとたかだ４月号
を確認してください。

Ｂ・Ｃ型肝炎ウイルス検診

▷とき　６月から令和７年２月末
まで� 要予約

▷ところ　市内委託医療機関
▷対象　40歳以上で過去に肝炎

ウイルス検査を受けたことのな
い人

▷検査方法　血液検査
▷費用　400円（５月下旬発送の

はがきが届いた今年度40歳、
45歳、50歳、55歳、60歳、65歳
になる人と70歳以上の人は無
料）

※免除要件あり（保健事業のご案
内を参照、事前手続必要）

▷申込方法　WEB 予約（保健事
業のご案内を参照）またはコー
ルセンター（☎050-3106-01 
59）へ電話予約してください。

※申し込み後、検診票・案内文を郵
送します。

※国保の特定健診と同時に受診可

産後ケア

出産後、育児などの支援が必要
な人を対象に産後ケア事業を実施
しています。
▷対象　
・市内在住で生後1歳未満（37週

0日未満の早産の人は出産予定
日からみて1歳未満）の乳児・母

・市内在住で流産・死産により心
身に不調のある人

※医師から病院などへの入院が必
要と診断されていない人

▷内容
　ショートステイ（宿泊型）
　デイサービス（通所型）
　アウトリーチ（訪問型）

詳しくは市ホームページまたは
産後ケアのご案内を確認してくだ
さい。

ウェルカムベビー教室Ａ

▷とき　７月４日㈭� 要予約
▷受付時間　９時～９時15分
※12時終了予定
▷ところ　保健センター
▷対象　プレママ（妊婦）、プレパ

パ、祖父母、家族になる人
※託児はありません
▷内容
「妊娠中のカラダ（歯のお話、安

産になる食生活、その他）」
「赤ちゃんのヒミツ、プレパパ・

ご家族応援講座」
「赤ちゃん人形体験・赤ちゃんの

いる生活」
▷持ち物　母子健康手帳、筆記用

具、水分
※動きやすい服装で来てくださ

い。
▷申込方法　保健センターへ電話

または窓口へ。

２歳児親子歯科健診

歯科健診（親子）・希望者に
フッ素塗布（子どものみ）も行い
ます。
▷とき　７月４日㈭� 要電話予約
▷受付時間　９時～11時受付
　10分で３人程度。
※感染予防対策として、受付時間

を分けています。
▷ところ　保健センター
▷定員　　40組　※先着順
▷対象　令和３年10月～令和４

年１月生まれ（２歳６か月～２
歳９か月）の幼児と保護者

▷持ち物　子どもが使用している
歯ブラシ、バスタオル、タオル、
エプロン、うがい用コップ、手
鏡、母子健康手帳・健診票（申込
後、送付）

▷費用　無料
※フッ素塗布は500円（生保・非課

税世帯は免除あり。事前手続必

保健事業の
ご案内

令和６年度保健事業のご案内
の記載内容の誤りについて
「令和６年度保健事業のご案

内」内に、下記のとおり誤りがあ
りました。お詫びして訂正いたし
ます。
▷訂正箇所　保健事業のご案内　

予防接種事業　４ページ　
学童期以降に受ける定期予防接種

【２期】日本脳炎　特例対象者
（誤）平成20年４月１日以前生ま

れの20歳未満
（正）平成19年４月１日以前生ま

れの20歳未満
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毎
年
、６
月
１
日
は「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」で
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
ま
す
か
。

ま
ず
、人
権
擁
護
委
員
と
は
、法

務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
た
民
間
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
で
、全
国
で

約
１
万
４
千
名
が
各
市
町
村
に
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
。人
権
擁
護
委

員
は
、地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
人
権

相
談
を
受
け
、問
題
解
決
の
お
手

伝
い
を
し
た
り
、法
務
局
の
職
員

と
協
力
し
て
、人
権
侵
害
か
ら
被

害
者
を
救
済
し
た
り
、地
域
の
皆
さ

ん
に
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。本
市
で
は
現
在
、10

名
の
人
権
擁
護
委
員
が
活
動
さ
れ
、

６
月
と
12
月
は
第
１
週
目
の
火
曜
日
、

そ
れ
以
外
の
月
は
、第
４
週
目
の
火

曜
日
に
大
和
高
田
市
役
所
２
階
相
談

室
に
て
、13
時
か
ら
16
時
ま
で「
特
設

人
権
相
談
」を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す

（
奈
良
地
方
法
務
局
葛
城
支
局
で
は
、

毎
週
火・木
曜
日
の
10
時
か
ら
16
時

ま
で
）。

な
ぜ
、６
月
１
日
が「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」な
の
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
は
、

人
権
擁
護
委
員
法
が
昭
和
24
年
６
月

１
日
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し

て
、毎
年
６
月
１
日
が「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」と
定
め
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、街
の
相
談

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な

人
権
侵
害
な
ど
、皆
さ
ん
の
問
題

解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

身
の
ま
わ
り
の
人
権
に
か
か
わ

る
こ
と
で
お
困
り
の
方
は
、お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
施
策
課
指
導
主
事

�

野
村　
和
啓

問
人
権
施
策
課（
内
線
３
３
４
２
）

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

人
権
人
権

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ
243

　
今こ

ん
げ
つ月
は
50
代だ

い

の
Ｃ
さ
ん
の
お
話

は
な
し

で
す
。
Ｃ
さ
ん
は
パ
ー
ト
収

し
ゅ
う
に
ゅ
う入

生せ
い

活か
つ

で
し
た
が
、
仕し

ご

と事
が
長な

が
つ
づ続

き
せ

ず
、
職し

ょ
く
ば場

を
転て

ん
て
ん々

と
し
て
い
ま
し

た
。
パ
ー
ト
を
離り

職し
ょ
くし
、「
来ら

い

月げ
つ

の
家や

ち

ん賃
支し

は

ら払
い
が
で
き
な
い
。」

と
来ら

い
ち
ょ
う

庁
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
離り

し
ょ
く職

な
ど
で
住す

む
場ば

所し
ょ

を
失う

し
なう

お
そ
れ
が
高た

か

い
た
め
、

就し
ゅ
う
し
ょ
く職

活か
つ
ど
う動

を
す
る
こ
と
を
条

じ
ょ
う
け
ん件

に
、
一い

っ
て
い定

期き

か

ん間
、
家や

ち

ん賃
相そ

う
と
う当

額が
く

を

支し
き
ゅ
う給
す
る
、
住

じ
ゅ
う
き
ょ居
確か

く

ほ保
給き

ゅ
う
ふ付
金き

ん

を

案あ
ん
な
い内

し
ま
し
た
。

　
Ｃ
さ
ん
は
「
収

し
ゅ
う
に
ゅ
う

入
を
得え

て
、
安あ

ん

定て
い

し
た
生せ

い
か
つ活
を
送お

く

り
た
い
。
長な

が

く

働は
た
らき
続つ

づ

け
ら
れ
る
職し

ょ
く
ば場
を
探さ

が

し

た
い
。」
と
住

じ
ゅ
う
き
ょ居
確か

く

ほ保
給き

ゅ
う
ふ付
金き

ん

の

申し
ん
せ
い請

を
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
就

し
ゅ
う
し
ょ
く職
活か

つ
ど
う動
に
あ
た
り

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
同ど

う
こ
う行
支し

え

ん援
を
し

ま
し
た
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
就

し
ゅ
う

労ろ
う

支し

え

ん援
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
に
Ｃ
さ
ん
の

希き

ぼ

う望
職し

ょ
く
し
ゅ
種
や
希き

ぼ

う望
就し

ゅ
う
ぎ
ょ
う業
時じ

か

ん間
を
伝つ

た

え
、
仕し

ご

と事
を
探さ

が

し
て
い
た
と
こ

ろ
、希き

ぼ

う望
す
る
仕し

ご

と事
が
見み

つ
か
り
、

面め
ん
せ
つ接
の
結け

っ

か果
、採さ

い
よ
う用
さ
れ
ま
し
た
。

収し
ゅ
う
に
ゅ
う

入
が
安あ

ん
て
い定

し
た
こ
と
を
確か

く
に
ん認

し
、
住

じ
ゅ
う
き
ょ居

確か

く

ほ保
給き

ゅ
う
ふ付

金き
ん

の
支し

き
ゅ
う給

を

終し
ゅ
う
り
ょ
う

了
し
ま
し
た
。
そ
の
後ご

、
私わ

た
した

ち
に
元げ

ん

き気
な
姿す

が
たを
見み

せ
、「
家や

ち

ん賃

の
支し

え

ん援
が
あ
り
、
自じ

ぶ

ん分
に
合あ

っ
た

就し
ゅ
う
し
ょ
く
さ
き

職
先
を
探さ

が

す
こ
と
が
で
き
た
。

今い
ま

も
仕し

ご

と事
が
続つ

づ

い
て
い
る
。」
と

報ほ
う
こ
く告

が
あ
り
ま
し
た
。

※
住
居
確
保
給
付
金
と
は
、離
職・

廃
業
の
日
か
ら
２
年
以
内
、
ま
た

は
休
業
な
ど
に
よ
り
収
入
が
減
少

し
、
離
職
な
ど
と
同
程
度
の
状
況

に
あ
る
人
を
対
象
に
、
就
職
に
向

け
た
活
動
を
行
う
こ
と
を
条
件

に
、
一
定
期
間
家
賃
相
当
額
ま
た

は
そ
の
一
部
を
市
か
ら
直
接
大
家

に
支
払
い
、
住
居
確
保
や
就
労
に

向
け
た
支
援
を
行
う
制
度
で
す
。

（
収
入
、
資
産
要
件
な
ど
あ
り
）

問
く
ら
し
・
せ
い
か
つ
支し

援え
ん
担た
ん
と
う当

�

（
☎
44・３
１
１
１（
直

ち
ょ
く
　
つ
う
通
））
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新着図書のご案内新着図書のご案内

展示のご案内展示のご案内
■玄関展示

■児童展示

 テツガクノミチ
答えのない世界に立ち向かう哲学講座 岡本 裕一朗／著 早川書房

おいしい野菜づくり
プランターで始める野菜づくり 深町 貴子／著 KADOKAWA

問 市立図書館（☎52ｰ3424）

■一 般 書

■児 童 書

■電子図書館

プロトコル・オブ・ヒューマニティ 長谷 敏司／著 早川書房

ともだち 椰月 美智子／作 小学館

面倒なことは ChatGPT に
やらせよう

カレーちゃん／著
からあげ／著 講談社

図書館ホームページはこちら 蔵書検索はこちら

６月のおはなし会６月のおはなし会

1あかちゃん　わくわく絵本タイム
▷とき　６月１日㈯ 14時から
▷対象　あかちゃん
2おはなし会
▷とき　６月８日㈯ 10時30分から
▷対象　４歳以上　�●わにさんどきっはいしゃさんどきっ 

●まねっこ

3としょかん紙芝居屋
▷とき　６月15日㈯ 14時から
▷対象　どなたでも　
4えほんとわらべうたの時間≪きらら≫
▷とき　６月22日㈯ 10時30分から
▷対象　３歳以下　�●ててててて 

●ふしぎなたまご

13は図書館スタッフが担当します。
24は「たかだおはなしろうそくの会」が担当します。
134は絵本コーナー、2は２階学習室で開催します。

電子図書館はこちら

■ �■ �バリアフリー映画会『老後の資金がありません！』バリアフリー映画会『老後の資金がありません！』
▷と　き　6月22日㈯　13時30分～15時45分（上映時間は2時間）
▷ところ　市立図書館　2階学習室
▷内　容　どなたでも観ることができる字幕や音声ガイドがついた映画を上映します。
▷定　員　24名

上記イベントは6月4日㈫から定員に達するまでの期間、図書館カウンターまたは電話で受付します。

※ 6 月の人形劇はお休みです
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～ き ら き ら 講 座 ～

6月
市民交流センター コスモスプラザ市民交流センター コスモスプラザ
休館日（毎月第1・3月曜日）：6/3㈪、6/17㈪

素材の温かさを感じながら親子で
おもちゃを作りましょう。

リズムに合わせて身体を動かす
遊びです。

親子で一緒に踊って気分も晴れ晴れ
耳で聴いて、考え、行動することで

親子が笑顔で楽しめます！

と　　き　6月14日㈮10:00～11:00
と こ ろ　3階　すこやか広場
対象年齢　1～3歳
申 込 制    6月7日㈮から来館にて受付

と　　き　6月28日㈮10:00～11:00
と こ ろ　3階　すこやか広場
対象年齢　0～3歳
申 込 制　6月21日㈫から来館にて受付

と　　き　6月4日（火）10:00～11:30
と こ ろ　3階　すこやか広場
申 込 制　来館にて受付

ペットボトルを使って作る、手作りおもちゃ リズムダンス　体操・ふれあいあそびコミュニケーションミュージック

問 市民課（内線 1311）

問 そらまめず　藤井（☎090-3894-5490）

【予約方法】�電話または窓口にて、6/4㈫9時から受付を開
始します。要予約・先着順になります。

【受付時間】９：00～17：00
※キャンセルの際は、連絡をしてください。
※警報発令時は、事業を中止します。

３階　親と子のすこやか広場

～高齢者いきいき相談室　６月開催のご案内～ ～健康チャレンジ 6 月開催のご案内～

⑤いきいき学習【定員】20名
★8日㈯ ☆16日㈰ 29日㈯

10:00～
11:009日㈰ ☆22日㈯ 30日㈰

★15日㈯ 23日㈰
8日㈯ 22日㈯ 30日㈰

13：30～
14：309日㈰ 23日㈰

15日㈯ 29日㈯
★☆の日の午前中は、「大人向けのお話し会」です。
★または☆は、それぞれ同じ内容につき、どちらか１日
のご参加とさせて頂きます。

⑥レクリエーション【定員】15名
20日㈭ 10：00～11：00

13：30～14：30 24日㈪ 10：00～11：00
13：30～14：30

必要材料は各自ご準備ください。

⑦脳活動量測定【定員】5名
10日㈪ 16日㈰ 13：30～14：30

パネルにタッチし、センサーで「脳の健康」をセルフ
チェックします。約3分間で、その日の「記憶力」「注意力」

「頭の回転」がチェックできます。

健康チャレンジ・活動量計の無料貸出
5日㈬

9：30～
12：30

　7日㈮

13：30～
16：30

12日㈬ 14日㈮
19日㈬ 21日㈮
26日㈬ 28日㈮

ミニ講座
28日㈮ 運動ミニ講座

テーマ：�全身を使って中強度ウォーキング 
～実際に歩いてみましょう～

14日㈮ 歯科ミニ講座
テーマ：口腔から認知症予防
ミニ講座は予約制となっていますので、必ず
電話で予約してください。

【問い合わせ先】☎44-3215
※�申し込み初日は大変込み合います。
※お掛け間違いのないようにお願いします。

※予約・問い合わせ：保健センター 
　☎23-6661

※詳しくは、直接問い合わせてください。参加費無料、見学自由です。 ※その他団体の利用予定表は市民交流センターや各公共施設に用意しています。
問 親と子のすこやか広場（☎44-3213）

問 NPO 法人　ヤマト・ネット・クラブ　河内（☎090-4569-0508）

①ラジオ体操【定員】25名
6日㈭ 13日㈭

10：00～10：3010日㈪ 18日㈫
11日㈫ 27日㈭

②いきいき百歳体操【定員】50名
6日㈭ 18日㈫

11：00～11：3011日㈫ 27日㈭
13日㈭
6日㈭ 27日㈭

13：30～14：00
13日㈭
【参加回数】・参加回数の制限はございません。

③体力測定【定員】5名
次回の開催は7月予定です。

④朗読会（早蕨）【定員】50名
25日㈫ 10：00～10：45

市民交流センター　お知らせ＆イベント情報

市民交流センター内の行政サービスコーナーは、9月30日㈪をもって証明書発行業務を終了します。
ご利用の皆様にはご不便をおかけしますが、何卒ご理解いただきますよう、お願いします。

ギター伴奏でボーカル2人の3人ユニットです。
なつかしい昭和歌謡を歌います。

ぜひお越しください。

音楽、ダンス、その他パフォーマンスなど
誰でも参加できるステージ開放イベントです。

出演者随時募集！観覧無料！
と　き　6月15日㈯　11:00～17:00
　　　　（毎月第３土曜日開催）
ところ　1階　芝生広場
主　催    「まち部。」（まちなかに音楽をプロジェクト）

と　き　6月16日㈰　14:00～15:00
ところ　2階交流スペース

～そらまめずライブ～～オープンステージやってます～
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● さざんかホール主催公演情報 

チケット
取り扱い

ホール、ローソン（Lコード：56403）
イープラス

ご応募いただいた皆様によるリレーコンサート。

大ホールにスタンウェイの音色が響き渡る！

● 貸館イベント案内　※開演時間や入場方法など、詳しくは下記のお問い合わせ先に直接ご連絡ください。

※レセ＝レセプションホールの略です。 ※２０２４年５月１０日現在の内容です。なお、掲載申し込みのあったものを掲載しています。
休館日のお知らせ：３（月）、１０（月）、１７（月）、２４（月）、２５（火）、７/１（月）、８（月）

7/14
日

ロー磨秀 ピアノ & ヴォーカル LIVE
ゲスト：ＬＥＯ

■開場14：30　開演15：00
■大ホール【全席指定】

●チケット　～好評発売中～
一般3,000円　
高校生以下1,000円 （当日各500円増）
友の会会員2,500円

※小学生以上入場可
※託児保育あり
　（無料・予約制7/5（金）締切）

日/曜日 催し物名 ホール お問い合わせ先
2（日） 橿原交響楽団ファミリーコンサート２０２４ 大 堀内 0744-22-9544
8（土） 大衆演劇（大和あつし誕生日友情会） 小 釘貫淳史（大和あつし） 090-6756-8868

8（土）～9（日） 第 30 回奈良県立高田高等学校美術部展 展示 濵﨑 090-5368-5365
15日（土）～
16日（日）

第 62 回奈良県合唱祭 
（併催：第 47 回全日本おかあさんコーラス全国大会） 大 奈良県合唱連盟　長谷川 0745-51-3530

22（土） 女と男ハートアップフォーラム 小 大和高田市人権施策課 
（男女共同参画推進担当）

0745-22-1101 
（内線：3350）

23（日） 奈良市吹奏楽団　Music Assort! 大 奈良市吹奏楽団事務局 090-1719-5447

7/2（火） 右記の貸館受付開始 大ホール 
ホワイエ

●大ホール・レセプションホール・展示ホール <2025 年 7 月分 > 
●小ホール <2025 年 1 月分 > 
●リハーサル室・会議室・和室 <2024 年 10 月分 >

6（土） 差別をなくす市民集会 大 大和高田市人権施策課　野村 0745-22-1101 
（内線：3342）

7（日） 奈良ならではの吹奏楽コンサート 大 Natty Planning 090-6824-1136

※一般販売開始日のホールでの窓口販売は9：00から、電話予約は14：00からです。
※友の会会員割引は、1会員4枚まで、前売りのみです。
※都合により、日程、出演者および内容の一部を変更することがあります。ご了承ください。
※前売り券が完売の際は、当日券はございません。あらかじめご了承ください。

■大和高田さざんかホール
　チケット販売時間　9：00～17：00　☎0745-53-8200
　■休館日：毎週月曜・第４火曜日（その日が休日の場合は、翌日以降の平日）
■ローソンチケット　チケット予約お問い合わせ　https://l-tike.com

チケット
の

お求めは
■イープラス　https://eplus.jp

8/25
日

第二十八回　さざんか寄席
■開場13：30　開演14：00
■小ホール【全席指定】

●チケット
木戸銭1,800円　（当日500円増）
友の会会員1,500円

※小学生以上入場可
※託児保育あり（無料・予約制8/16（金）締切）

チケット
取り扱い ホール、ローソン（Lコード：55469）

チケット発売日
友の会会員先行予約６/12（水）～
一般発売開始6/15（土）～

7/13
土

ジョイフル・ピアノ・フェスタ2024

■出演：ロー磨秀
（スペシャルゲストコーナ16：00～）

ロー磨秀
（ピアノ＆ヴォーカル）

笑福亭松枝笑福亭福笑 林家うさぎ 笑福亭喬龍 笑福亭笑音

ＬＥＯ
（箏）

（予定演奏曲）
プーランク：ノヴェレッテ
メシアン：前奏曲集より「静かな嘆き」、「風の中の反映」
ヒナステラ：アルゼンチン舞曲集
坂本龍一：戦場のメリークリスマス
エド・シーラン：Shape Of  You　ほか

　本誌5月号33ページに掲載した、「貸館イベント案内」の記事について、催し物名の表記に誤りがありましたので、お詫びするとともに、
訂正して下記のとおり再掲します。 
　　（誤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　　　（正）

日時 催し物名

５月26日（日） 高田高校同窓会九蘭会総会

日時 催し物名

５月26日（日） 高田高校同窓会鳩蘭会総会

■開場10：00　開演10：30  
■大ホール　全席自由　入場無料
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電話相談も実施（　　　　　　　　）※平日 受付

葛城地区休日診療所

地域包括ケア推進課高齢者の総合

奈良行政監視行政相談センター

ご利用ください
市民交流センター
休日住民票・印鑑登録証明書発行

クリーンセンター
ごみ持込土曜開場

固定資産税・都市計画税
市県民税・軽自動車税
国民健康保険税夜間窓口

夜間・休日窓口

▷とき　9時〜18時
※休館日（第1・3月曜。祝日にあたる

日はその後の直近の平日）を除く。
※マイナンバー入りの住民票、除票、

記載事項証明は発行できません。
問 市民交流センター

（☎44ｰ3210）

ごみ持込には事前予約が必要です。
▷とき	� 6月8日㈯・22日㈯　 

9時～10時30分
▷業務内容　可燃、不燃（粗大ごみ含

む）の持込みごみの受入れのみ
※事前予約は、電話で受け付けています
（☎24-5489 平日9時〜16時受付）。

問 クリーンセンター企画整備課
（☎52ｰ1600）

水道料金夜間窓口
▷とき　�6月12日㈬・26日㈬ 

17時15分〜20時
▷ところ　上下水道部水道総務課
※４か月（２回分）以上滞納すると、

給水を停止します。
問 水道総務課夜間窓口専用

（☎52ｰ1366）

日曜受付
マイナンバーカード

▷とき	 6月23日㈰
９時〜12時 
【次回予定 7月28日㈰】

▷ところ	 市役所１階市民課
▷内容	 申請受付・交付、
		  電子証明書更新
※持ち物など、詳しくは市民課へ。
※申請者本人が来てください。

問 市民課（内線1314）

▷とき	 6月25日㈫
		�  17時15分〜20時 

【次回予定　7月25日㈭】
▷ところ　市役所２階収納対策課
※昼間の来庁が困難な人や、納税

相談が必要な人は、夜間窓口を
利用してください。

※課税についての問い合わせおよ
び課税証明書などの申請は、受
付は行っていません。業務時間内
に税務課へ来てください。

問 収納対策課夜間窓口専用
（☎43ｰ5247）

令和６年度
中央公民館中央公民館  定期講座定期講座受講生受講生（追加）募集（追加）募集
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学
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合
、
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校
名

郵便はがきの書き方

問 中央公民館（☎22-1315）

教室名 内容 開催日 募集人数 講師 年間受講料

いけばな教室（池坊） いけばなを楽しく
学ぶ

第1・3
土曜日 13時30分～15時30分 8名 中川綾子（綾遊） 200円×

残り回数

写真教室 写真を基礎から学
ぶ・初心者歓迎

第2・4
日曜日 9時30分～11時30分 若干名 寺田敦美（代表）

他　美術協会写真部数名
200円×
残り回数

着付教室②
※着付け教室①は定員に達しました

着付けから着物文
化を学ぶ

第2・3
火曜日 14時～16時 5名 森明美 200円×

残り回数
シルバーコーラス

（60歳以上の男女）
みんなで元気に歌
いましょう 金曜日 13時30分～15時30分 10名 コーラスひまわり

稲垣とし枝 無料

大和高田市若葉コーラス
～歌で笑顔と感動を♪～ 初心者大歓迎 水曜日 14時～16時 10名 佐竹しのぶ 200円×

残り回数
※講座は5月開始のため、途中参加です。受講料の他に、材料費などが必要です。� （講師名は敬称略）

≪募集案内≫
随時受付（市外在住でも申込可能）
※市内在住・在勤・在学の人が優先
※新規受講者優先。定員になり次第、受付を終了
※中学生未満は保護者の送迎必須
▷申込方法

右の二次元コードから申し込むか、郵便はがき（右記参
照）送付、または所定の申込用紙（中央公民館にあり）を直
接中央公民館（9時～16時30分）へ持参。
※土・日曜も受付、月曜・祝日は休館（祝日が月曜の時はそ

の翌日も休館）
※受講料の納付方法は、受講決定後にお知らせします。

※納付した受講料は返金できません。
※受講を辞退する場合は、必ず電話で連絡してくだ

さい。

申し込みはこちら
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電話相談も実施（　　　　　　　　）※平日 受付

葛城地区休日診療所

地域包括ケア推進課高齢者の総合

奈良行政監視行政相談センター

「各種相談」
ページについて

本誌への「各種相談」の掲載は、現
在不定期となっておりますが、本誌
に掲載されていない月でも相談は毎
月実施しています。必要に応じて、
本ページを保存し、ご活用ください。

登録はこちら

イベント
情報

行政
情報

広告スペース
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【広告募集】申込・お問い合わせは、大光宣伝株式会社（☎0120-540-888）まで
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